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本書 は財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査 を実施 した、東畑A遺 跡の調査成

果をまとめたものです。

東畑A遺 跡 は山形県の南部、米沢盆地の北東部に位置す る南陽市に所在 します。南陽市

は、ぶ とう ・さくらんぼな どの栽培が盛 んで、県内で も有数の 「果樹栽培 のまち」 として

知 られています。

調査区周辺 には、昭和55年 に国指定史跡 となった稲荷森古墳や、縄文時代前期の良好な
おんだし

集落跡が確認 された押 出遺跡などがあ ります。

この度、国道113号 線赤湯バ イパス建設工事に伴い、工事に先立 って東畑A遺 跡 の発掘

調査 を実施 しました。

調査では古代 の土坑、溝跡、河川跡な どを検 出し、須恵器 ・土師器な どの遺物が出土 し

ました。また、近世 ・近代の用水遺構が検出され、溝跡が整然 と設置 されていた状況が確

認されました。

埋蔵文化財 は祖先が長い歴史の中で創造 し、育んで きた貴重な国民的財産 と言えます。

この祖先か ら伝 えられた文化財 を大切に保護するとともに、祖先の足跡 を学び、子孫へ と

伝 えてい くことが、私たちの重要な責務 と考 えます。その意味で本書が文化財保護活動の

啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動 などの一・助 となれば幸いです。

最後 にな りましたが、調査においてご協力いただいた関係各位 に心か ら感謝申し上げま

す。

平成15年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書は国道113号 線赤湯バイパス建設工事に係る 「東畑A遺 跡」の発掘調査報告書である。

調査は国土交通省の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが実施 した。

調査要項は下記のとお りである。
ひがしはた

遺 跡 名 東 畑A遺 跡

遺 跡 番 号 昭和61年度新規登録(南 陽市)
まないたやなき

所 在 地 山形県南陽市大字 姐 柳 字東畑ほか

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成14年4月1日 ～平成15年3月31日

現 地 調 査 平成14年5月8日 ～平成14年7月25日

調査担当者 調 査 第 一 課 長 野尻 侃(国 土交通省関連事業担当)

主任調査研究員 黒坂 雅人(国 土交通省関連事業担当)

調 査 研 究 員 押切 智紀(調 査主任)

副 調 査 員 衣袋 忠雄

調 査 指 導 山形県教育庁社会教育課文化財保護室

本書の作成 ・執筆は衣袋忠雄(1・ll)、 押切智紀(皿 ～V・V皿)が 担当 し、尾形與典が監修 した。 「第

9・10図 」については阿子島功氏、 「VI自 然科学分析」については株式会社パリノ ・サーヴェイに依頼

した。

委託業務は下記のとお りである。

遺構写真実測 アジア航測株式会社

自然科学分析 株式会社パ リノ ・サーヴェイ

出土遺物、調査記録類については、報告書作成終了後すみやかに山形県教育委員会に移管する。

発掘調査および本書を作成するにあた り、下記の方々か らご協力、 ご助言をいただいた。

国土交通省東北地方整備局山形工事事務所、南陽市教育委員会、置賜教育事務所

阿子島功氏(山 形大学人文学部)、 飯村均氏(福 島県文化振興事業団)、吉野一郎氏(南 陽市教育委員

会)、 滝陶会
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

SK… 土坑SD… 溝跡 ・用水路跡SP… ピッ ト

SX… 性格不明遺構iSG… 河川跡RP… 登録土器 ・陶磁器

RW… 登録木製品XO… 出土地点不明遺物P… 土器 ・陶磁器

S… 石W… 木

遺構番 号は、現地調査段階での番号を、そのまま報告書での番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座標値 は、平面直角座標系第X系(日 本測地系)に より、高さは海抜高で表す。

遺構概要図 ・遺構配置図 ・遺構実測図中の方位は磁北を示 している。

グリッドの南北軸は、N-3。52/41"-Wを 測る。

遺構実測図は1/20～1/400の 縮図で採録 し、各々スケールを付 した。

土層観察においては、遺構を覆う基本層序をローマ数字で表し、遺構覆 土については算用数字を付 して区

別 した。

遺構実測図中の網点は撹乱を表す。

遺構実測図中の遺物実測図は、原則 として1/6で 採録 した。

本文中の遺物番号は、遺物実測図 ・遺物図版 とも共通の ものとした。

遺物実測図 ・拓影図は、各図版にスケールを付 した。

遺物実測図中の遺物 について、須恵器は黒ベタ、それ以外は白抜 きで表 している。また、土器内面の網点

は黒色処理を表 している。その他、特に赤漆、黒漆、油煙はそれぞれ個別に表記 をしている。

遺物観察表中において、括弧内の数値は、図上復元による推定値、または残存値 を示 している。

写真図版中の 「押出遺跡」は、山形県教育委員会から提供 を受けた。

基本層序及び遺構覆 土の色調記載については、1999年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の 「新版

標準土色帖」に拠った。
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1調 査の経過

1 調 査 の 経 過

1調 査 に至 る経過

東畑A遺 跡は南陽市内を流れる吉野川が形成 した宮内扇状地の外縁部に位置 し、姐柳地区に

所在 している。地区には由緒ある家並みと水 田、畑が広が り、幹線道路である国道13号 線が南

北に縦断している。本遺跡は昭和61年 度に南陽市が遺跡登録 を行っている。

遺跡範囲は南北120m、 東西110mと 推定 され、その範囲内に国道113号 線赤湯バイパス道路が

建設されることになった。それを受けて平成13年8月 に事業実施予定地内の遺構 ・遺物の分布

や土層の確認、遺跡の範囲 ・性格 などを調べるため、山形県教育委員会が遺跡詳細分布調査 を

実施 した。その結果8箇 所の トレンチの内、5箇 所から平安時代の遺構が検出され、土師器 ・

須恵器などが出土 した。

このような調査結果をもとに、国土交通省と県教育庁は現状保存を前提 とした事前調整を行

った。さらに平成14年4月23日 に県教育庁社会教育課文化財保護室 と国土交通省山形工事事務

所、南陽市教育委員会 など関係機関による協議を重ね、工事計画により、やむを得ず削平を受

ける区域内の3,100㎡ については、国土交通省の委託を受けて緊急発掘調査 を実施 し、記録保存

を図ることになったものである。

2調 査の方法と経過

現地調査は、平成14年5月8日 か ら7月25日 までの実質56日 間の 日程で実施 した。

遺跡範囲に係わる民家の移転 も終了 し、国道建設の基礎 となる盛土工事が大型土砂運搬車や

重機の行 き交う中で急速に進められ、発掘調査はその建設工事 と同時進行の形で進められた。

発掘器材搬入か ら始まり、調査区設定内の範囲と深さを示す溝掘 り、重機による耕作土等の

除去 ・掘削 と平行 して、ジ ョレン等による面整理を繰 り返しなが ら、遺構の検出と確認に当たっ

た。さらに移植ベラ等 を使っての遺構精査 を行ってきた。

遺構や遺物の位置関係を正確に記録するために、5m×5mを 一単位 とする、南北軸に北か

らA・B・C・Dの アルファベットを、東西軸に西から1・2・3・4の アラビア数字による

番号を付 し、グリッドを設定 した。また、遺構精査 を進行する中で、適宜、遺構平面図 ・断面

図、遺物 ・遺構検出状況を図面 と写真に記録 した。

便宜上、道路建設工事区分 と調査工程の関係から、市道姐柳西線の西側で、仮設道路より南 調査区の区分

側をA区 、北側をB区 、市道 より東側をC区 、市道部分をD区 とし、4区 に区分 した。工事に

より、市道敷も破壊 される為、付 け替え道路を取 り付けなが ら調査を実施した。

調査工程 としてA・B区 を優先的に調査 し、面整理 ・遺構検 出 ・遺構精 査などの作業にあた

り、順次C区 、D区 の調査を進めた(「 第2図 調査区概要図」参照)。 そのため重機の導入 を

3回 、空中撮影による写真実測 を2回 実施 した。 また現地での調査説明会は7月12日 に公所等

関係機関を対象に行った。調査は、当初の計画 どお り、7月25日 に終了した。

1



H遺 跡の立地 と環境

ll 遺跡の立地 と環境

米沢藩御番所

押 出 遺 跡

1地 理 的 環 境

東畑A遺 跡は、山形県置賜地方の中心である米沢盆地の北縁 にあたる南陽市に位置し、その

中心部赤湯 より1.5km南 の姐柳地区に所在 している。周囲は山々に囲まれ、東に奥羽山脈、南西

に飯豊連峰、北西に朝 日山地、南に吾妻連峰などの秀峰が眺められる。

本遺跡は白鷹山系 を源流 とする吉野川 ・織機川が複合 して形成した宮内扇状地の外縁部(標

高212m)に 位置し、吉野川が本遺跡 を東方から南西へ取 り囲むように500m先 を流れている。

本遺跡東の吉野川の対岸は大谷地とよばれる泥炭層 を含む低湿地が広がり、かつての湖の名残

として白竜湖がみ られる。

付近一帯は吉野川 ・織機川によってもたらされた豊富な水源 と肥沃な土壌を利用 した稲作 ・

畑作 ・果樹栽培が盛んである。昭和30年 代から十数年を費や して、沼田を大規模な排水路の建

設と土地改良事業によって、置賜地方の穀倉地帯にまで発展 させている。また周辺の小高い山

麓までぶ どう棚が張 り巡らされ、その収穫量は県内随一を誇っている。

本遺跡を囲むように国道13号 線および米沢一南陽高速道路が南北に、国道113号 線が東西に交

差 している。1km西 はJR奥 羽本線 ・山形新幹線が、また新潟県 と連結する米坂線が走 り、交

通網の上でも、重要な位置を占めている。

2歴 史 的 環 境

本遺跡の所在する姐柳(ま ないたやなぎ)の 字名の由来は、かつて当地に柳の木が多 く繁殖

していたため柳の姐 を作 り、幕府に献上 したことから付いたとも言われている。

周辺は古 くか ら交通上の要地になっていることが 「享保の絵図」(南 陽市蔵 ・結城記念館)

の姐柳村の部分か ら読みとれる。江戸時代 には米沢藩と山形藩を結ぶ米沢街道の脇街道 として

人々や物資の往来が盛んだったことが窺える。

当地には寛文4(1664)年 に屋代郷が天領になった際、米沢藩の御番所が設けられた。番所

には、扶持方組が1～2名 配置 され、湯殿山行人の取 り締まりや、荷物役銭の取立てにあたっ
いねこはら

た。寛政3(1791)年 に高畠藩領を除 く屋代郷が再び米沢藩領 となったため廃止 され、稲子原

(現高畠町)に 移 された。現在、御番所の推定地は畑地 となっている。

本遺跡近 くには、当地区の旧村社である熊野神社があ り、祭礼の 日は7月17日 である。宮内

の熊野神社 とは姉妹神で熊野宮の姉神を崇められていると言われている。創建は明らかではな

いが、すでに享保や寛政の絵図(黒 井堰絵図)に も描かれている。

本遺跡を中心に南陽市には259の 遺跡が登録 されているが、特筆 されるのは本遺跡か ら700m
おんだし

東に位置する押出遺跡である。昭和46年 沼尻排水路建設工事で発見され、昭和60～63年 にかけ

て国道13号 線南陽バイパス建設工事に先立 って、山形県教育委員会によって本格的な発掘調査

が実施された。
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ll遺 跡の立地 と環境

押出遺跡の標高は210mを 測 り、当時の湖水面に近い低湿地性の遺跡で、縄文時代前期の土器

類や石製品、木製品など、膨大な遺物が深 さ2mの 大谷地の泥炭地に良好な状態で出土してい

る。中でも、漆塗 りの渦巻文様を施 した 「彩文土器」(重 要文化財)、 赤や黒漆を塗った木製の

「大杯」、櫛、藍胎漆器 などが挙げ られる。低湿地に立地 しているため丸太材や割材 を深 く打

ち込んで柱 とし、床を高 く設けた 「打ち込み柱住居」が35棟 も検出された。また、食料ではク

ルミ、クリ、ヒシなどの種子が大量に出土 し、どんぐり粉等 とミックスして発酵 させ、熱を加

えた植物質の炭化物は通称 「縄文クッキー」1)と言われている。

また、同じ縄文時代の遺跡 として、白竜湖大谷地北西の湖岸にも月ノ木B遺 跡があ り、縄文

時代前期の石槍や磨製石斧などが出土 している。

古墳時代の遺跡について も丘陵、自然堤防上に数多 く存在 している。赤湯地区中南部の長岡

は長岡山丘陵を背景に開けた集落で、そ こには代表的な古墳 として、昭和55年 に国指定史跡 と

なった 「稲荷森古墳」がある。同古墳は、昭和53年 から数度にわたる発掘調査が行われ、 日本

海側北限の前方後円墳であることが分かった。規模は全長96m、 前方部幅30m、 後円部の高 さ

9.6mあ り、出土品として高圷形土器、底部穿孔壺形土器などがある。その他に周辺には県指定

の二色根古墳などがある。

また、諏訪前遺跡や沢 田遺跡などの集落跡が検出され、沢田遺跡については南陽市、県教育

委員会の調査が昭和56年 か ら始 まり、古墳時代か ら近世までの集落が存在 していたことが判明

した(佐 藤他1990)。

奈良 ・平安時代の遺跡 は吉野川下流域にあたる郡山周辺の 自然堤防に多 く立地する。最初の

置賜郡衙が南陽市沖郷地区の郡山に進出し、この地に条里制が敷かれたという説 もあ り、南陽

市では昭和58年 に郡山郡衙推定関連遺跡の分布調査のため、沢田遺跡やその南に位置する沢口

遺跡などの確認調査を実施 している。

同時代の遺跡として当センターが平成8・9年 に発掘調査を実施 した植木場一遺跡がある。

南陽市南部の沖郷地区宮崎にあり、宮内扇状地の扇端部に位置する。9世 紀中頃の大量の土器

類及び墨書土器が出土 し、何 らかの祭祀を想定で きると報告 している。 また、15～16世 紀頃の

堀跡と土塁 も検出され、館跡 と見られている(高 橋他1998)。

中 ・近世の遺跡 としては、周辺には宮崎館跡、露橋館跡、関根館跡、大橋館があり、特に宮

崎館跡は米沢上杉家藩主の鷹狩 りや休み所 となっていたと伝えられており、そのために御殿跡

とも呼ばれ、現在 も字名として残っている。

今次の調査は遺跡範囲の南側の泥炭地を主に対象 としたために、古代の土坑など生活の痕跡

を検出できたが、住居跡 などの遺構が確認できなかった。前述の遺跡のほとん どが 自然堤防に

立地することか ら本遺跡の北西側に広がる自然堤防上に集落の中心が存在する可能性がある。

稲 荷 森 古 墳

註

1)岡 安光彦氏 は、縄文 クッキーの成分分析が不明確 なため疑問を投 げかけている(「朝 日新聞』2003.3.8)。

引用文献

佐藤庄一他1990『 南 陽市史上巻』南陽市史編纂委員会

高橋敏他1998『 植木場一遺跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財セ ンター報告書第59集)山 形県埋蔵文化財 センター
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皿 遺跡の概要

皿 遺 跡 の 概 要

1遺 跡 の 層 序

東畑A遺 跡は、宮内扇状地の外縁部に位置し、遺跡の西側に自然堤防による僅かな高まりが

存在する。今回の調査区は、遺跡のほぼ中央部にあた り、西側に微高地、東側に低湿地が確認

された。また、特にC区 においては、北側が住宅基礎、南側が基盤整備による削平 を多分に受

けている。

調査区内の壁の断面から3地 点を選び、土層の観察を行った。

A地 点について述べ る。1層 目が表土であるが、 皿層目には奈良 ・平安時代の包含層が確認 包

できる。B区 南側に落ち込み部分があ り、覆土中から遺物が多数出土 した。IV層 目の褐色シル

ト以降は地山層で微高地上に微砂あるいはシル トが堆積 している。

B地 点について述べ る。1～IX層 目まで住宅基礎や住宅関連廃棄物の影響が、多分 にみ られ

る。その土層には砕石あるいはビニールなどが混入 している。X層 目に江戸期の耕作土が若干

確認された。土層断面から江戸時代初期の唐津産の皿が出土 している。その下位土層 に砂層を

挟んで泥炭層が広がっている。

C地 点について述べ る。1～ 皿層 目までは市道造成時の盛土である。IV層 目(旧 表土)の 下

層であるV・W層 目に江戸期の耕作土が広がる。この耕作土は、調査区各所において畑作によ

る削平を受けてお り、近世の水田跡などの実態がつかめなかった。さらに下位の層では泥炭が

広が り泥炭 と砂層が交互に堆積 している。

A地 点では、表土下 に包含層が広が り、その下に砂層が堆積 している。B・C地 点では、住

居基礎などの撹乱の下 に近世の耕作土が僅かに確認でき、その下に泥炭層が堆積 している。

含 層

江戸期の耕作土

2遺 構 と遺物の分布

A・B区 は遺跡の西側 にあた り、狭い範囲であるが安定 した微高地である。B区 北側の大部

分で現代の撹乱が確認 されてお り、特に中央部は確認面か ら30～100cmほ ど破壊されていた。

また明治期の用水路跡が検出され、近代以降の陶磁器が出土 している。B区 南側からは、落ち

込み遺構や土坑が検出され、奈良 ・平安時代の須恵器や土師器が多数出土した。住居跡は検出

されなかったが、奈良 ・平安時代の土器が遺構か ら出土することか ら、周辺に集落の存在を推

定できる。逆 に、それ以前の遺物が確認できなかったことか ら遺跡周辺への人の移動がなかっ

たと言える。

C・D区 は遺跡の東側 にあた り、特に南側 に低湿地が広がっている。C区 北側からは河川跡

が検出され、須恵器、土師器などが出土 している。河川は南流 したものが途中屈曲し、東流 し

ている。また、河川東側 は近世の整地によって破壊 されてお り、近世陶器や漆器椀などが出土

している。河川跡が、住宅地の下か ら検出されたことか ら、調査区外の北側に広がっている住

宅地は新 しい微高地に立地 しているということがわかる。
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皿 遺跡の概要

3遺 跡の古環境

調査区範囲の現況は、A・B区 が畑地、C区 北側が宅地、南側が畑地(以 前は水田として利

用)、D区 が道路である。1)今回の調査区の中では、A・B区 およびC区 北側は微高地であった

可能性が高いと思われる。「第9図 地形分類図」によれば、北から南へ 「天狗の羽根 うちわ」状

(阿子島1988)に のびた微高地が調査区付近で途切れ、南側に低湿地が広がることがわかる。 微 高 地

また中央に凹地をもつ微高地の帯は吉野川の旧河道であ り、上流の宮内地区か ら幾筋 にも分か

れて流れていたと考えられる。「第10図2m間 隔等高線図」を見ても調査区付近か ら低地が広が

っていることが分かる。

「第8図 河川流路推定図」では、航空写真か ら吉野川の旧流路 を推定 している。平成9年 夏

に撮影 したものであるが余 り判然とはしなかった。そのため矢印で凡その流路を示すこととし

た。それによれば、旧吉野川流路は、調査区北西から調査区を南北に通 り、南側で東西に走る 旧吉野川流路

流路と合流すると思われる。2)

「第6図 泥炭域土層柱状図」では、深掘 りをした地点の土層柱状図を並べてみた。①～③で

は微高地東側か らC区 低湿地を東西に横切る形で土層 を観察 している。C区 中央 よりの②で深

く腐植土層が確認され、中位の砂層より下は終始水に浸かっていたことがわかる。 自然科学分

析(以 下 「分析」 と呼ぶ)に よ り、この層位で河川堆積物が認められることか ら調査区中央を

南北に縦断する河川が走っていたと思われる。①で確認面か ら40～50cm下 に厚 く礫層が堆積 し

ていることから河川の西側の立ち上が りを想定で きる。③で も薄い腐植土層の下には砂層が厚

く堆積 していることが確認されている。

② ・④ ・⑤では調査区を縦断する形で土層 を観察 している。概観するに⑤か ら② までで腐植 腐 植 土 層

土層の標高が下がっていることがわかる。河川堆積物の深度が降下 していることからC区 をや

や南東に傾 きなが ら河川が流れていたことが推定できる。

「第7図 景観変遷図」では、②で採取 した土の分析 を基に調査区の古環境の変遷について概

略図を作成 した ものである。放射性炭素年代測定によれば、②のX層 については約3,100年前、

皿層については約1,600年前 とのことである。 また、上位層である包含層および落ち込み遺構は

出土遺物から奈良 ・平安時代(約1,200～1,300年 前)と 考えられる。縄文時代後期では吉野川水

系の河川が流れ、絶えず氾濫 していた。古墳時代前期では安定 した泥炭域が形成 され 「ヨシ焼

き」の風習 も行われていた。

註

1)一 般 的に微高地は畑 ・宅地 ・墓地 として利用 されることが多 く、低湿地は水 田が多い(阿 子島氏教示)。

2)長 期 間流路 として存在 していたところは、両側に 自然堤防が形成 され、森林 などが 自生する ようになる。今 回流路 として推

定 した箇所 にはこの状態が見 られなかったため、短期間の流路である と思 われ る。

引用文献

阿子島功1988「 考古学発掘調査 のための微地形分類」 『地理33-8』p.102～p.108古 今書院

9



10



ll



IV遺 構

IV遺 構

1土 坑

土坑は、調査区全体で13基 検出された。中には、SK98・123の ように平安時代の土器が一括

して出土 した遺構 もある。時代的に奈良 ・平安時代 と近世、近代以降とに分かれる。古代の遺

物が出土した遺構でも、覆土が浅い堆積で、未分解有機物を含 む暗褐色土の ものは新 しい遺構

と判断した。古代の遺構iに該当するのはSK3・21・96・98・123の み と考えられる。

今回の調査で検出された土坑の平面形 と断面形 を分類すると以下のようになる。

平面形……隅丸方形 ・円形 ・楕円形 ・不整形

断面形…… レンズ状 ・皿状 ・箱状

以下、検出 した土坑の中で主なものについて述べてみたい。

SK21(第11図)

B区D-2Gで 検出され、平面プランは隅丸方形と思われる。長軸方向は、N-5。-Eを

指す。規模 は、長軸140cmで 、深さは確認面か ら最大で12cmを 測る。壁は緩やかに外傾 し、立

ち上がる。断面形は皿状で、底面はほぼ平坦である。覆土は人為堆積 と思われる。出土遺物は

須恵器杯や土師器甕破片など計8点 である。

SK98(第11図)

包含層の除去後に、検出された。B区B-14Gで 確認され、平面プランは、隅丸方形 と思わ

れる。長軸方向はN-45。-Wを 指す。 規模 は、長軸185cmで 、深 さは確認面か ら最大で22cm

を測る。壁 は緩やかに外傾 し、立ち上がる。断面形はレンズ状で、底面はほぼ平坦である。覆

土は単一層で、 不燃質の炭化物が混 じる。 出土遺物は小破片であるが、須恵器40点 、土師器

括 廃 棄207点 で、壊れた土器類 を一・括廃棄 した ものと思われる。

SK123(第11図)

包含層の除去後に、検出された。B区B-12Gで 確認され、平面プランは、楕円形である。

長軸方向は、N-780-Eを 指す。 規模は、長軸160cmで 短軸110cm、 深さは確認面か ら最大

20cmを 測る。壁は緩やかに外傾 し、立ち上がる。 断面形は皿状で、底面はほぼ平坦である。覆

土は単一層で炭化物が混 じる。出土遺物は、小破片で須恵器ll点 、土師器8点 である。

SK156(第14図)

C区J-8Gで 検出された。掘 り方の平面プランは隅丸方形、内部の木組みについては長方

形と考えられる。木組みの長軸方向は、N-10。-Wを 指す。木組みの規模は、長軸98cmで 、

深さは確認面か ら80cmを 測 る。掘 り方の断面形は、箱状である。覆土は暗褐色土であるが、上

層に近代以降の道路造成時の砂利層が入 る。 北側は近代のSD157か ら切られているため木組

みの上部が欠損 している。出土遺物は、近世陶器などで、上層の砂利層からは近代陶磁器が出

土 している。近代には埋め立てられたと思われる。底面か ら水が湧いて くることから井戸の可

能性があるが、構築材(側 板)の 先端が半円形に成形されてお り、用途は不明である。
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IV遺 構

溝 跡 の 分 類

2溝1 跡

溝 跡 は 、 調 査 区全 体 で30条 検 出 され た 。 時 代 的 に 、 奈 良 ・平 安 時 代 と近 世 以 降 に 分 か れ る 。

形 状 か ら大 別 す る と、 溝 跡 の 幅 が20～30cmで 畝 状 に 一 定 方 向 に 並 ん で 配 置 して い る もの と幅

が50cm以 上 で深 い 掘 り込 み が な さ れ て い る もの とが あ る 。 前 者 は 奈 良 ・平 安 時 代 の もの が 多

く、 後 者 は 近 世 、 近 代 の もの が 多 い 。

溝 跡 に つ い て 形 状 か ら分 類 を 行 っ た。

A類:溝 幅 が30cm程 度 で 直線 的 に走 る もの

B類:溝 幅 が50cm程 度 で屈 曲 す る もの

C類:溝 幅 が50cm度 で 直 線 的 に走 る もの

D類:溝 幅 が100cm以 上 の もの

溝跡 全 体 の 中 で80%以 上 を 占 め る の は 、A・C類 で あ る。A類 の 形 状 に 該 当す る の は古 代 の

畝 状 遺 構 な どで 、B類 の 形 状 に 該 当 す る の は近 世 の 用 水 路 跡 な どで あ る 。 ま た、D類 は近 代 以

降 の 用 水 路 跡 に多 い形 状 で あ る 。

さ て、 以 上 の こ と を踏 ま え て 検 出 さ れ た溝跡 の 中 で 主 な もの を述 べ て み た い 。

畝 状 遺 構(第12・13図)

SD42・109・llO・48・51・56の 一 群 とSD92・93・122・88の 一 群 で あ る 。

以 上 の溝 跡 の 一 群 の 形 状 は 、Aま た はC類 に 当 た る 。

前 者 はB区C-4G～D-6Gで 検 出 され た。 南 北 に ほ ぼ等 間 隔 に 配 置 し て い る 。 そ の 中 で

もSDl10・51・56は 規 模 、 間 隔 と もに 同 じで あ る。 主 軸 方 向 は 、 ほ ぼN-80。-Eを 指 す 。

幅 は15～70cmで 深 さ は確 認 面 か ら最 大 で20cmを 測 る。 断 面 形 はU字 状 で、底 面 は 若 干 の 凹 凸 が

あ る。 覆 土 は 黒 褐 色 土 の 単 一 層 で 未 分 解 有 機 物 が 混 じ る。 遺 物 はSD42か ら須 恵 器 有 台 圷 の底

部破 片 が 出 土 した の み で あ る 。

後 者 はB区B-11～C-14Gで 検 出 され た 。SDI22の 他 は、 東 西 に ほ ぼ等 間 隔 に配 置 して

い る。 主 軸 方 向 は 、 ほ ぼ磁 北 を指 す 。 幅 は30～60cmで 、 深 さは確 認 面 か ら5～15cmと 浅 い 。

断 面 形 はU字 状 ま た は レ ン ズ状 で あ る。 底 面 は 凹 凸 が あ る。 覆 土 は、 黒 色 ない し黒 褐 色 シ ル ト

の 単 一 層 で あ る。 遺 物 は ほ とん どの 溝 か ら出 土 して い る。 特 にSD93か ら は須 恵 器4点 、 土 師

器48点 が見 つ か っ て い る。

SD126・151(第15図)

SD126・151と もにSG132か ら切 られ て い る 。 両 方 と も東 西 に流 れ るが 、SDI51は 途 中L

字 状 に屈 曲 す る。

SD126は 、C区F-4～G-4Gで 検 出 され た。 形 状 はC類 に 該 当す る 。 遺 構iの主 軸 方 向 は

N-90。-Eを 指 す 。 幅 は40～60cmで 、深 さ は確 認 面 か ら10cmと 浅 い 。 覆 土 は黒 色 砂 質 粘 土 の

単 一 層 で あ る。 遺 物 は 、 須 恵 器4点 、 土 師 器3点 で あ る。 須 恵 器 は切 り離 しが ヘ ラ切 りの もの

が 出 土 して い る。

SDl51は 、C区F-4～G-6Gで 検 出 され た 。 形 状 は、B類 に該 当 す る。 幅 は60～110cm

で 、深 さ は 、確 認 面 か ら最 大 で15cmを 測 る 。 断 面 形 は、皿 状 で 若 干 外 傾 す る。 底 面 は ほ ぼ平 坦

あ る。 覆 土 は 、 オ リー ブ黒 色 砂 質 粘 土 の 単 一 層 で あ る 。 遺 物 は 、 須 恵 器2点 、 土 師 器1点 で 、
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近代の用水路跡

いずれも破片資料である。

SD106(第12図)

B区A-3～D-3Gで 検出された。形状はD類 に当たる。南側に現在 まで使用 されていた

用水路が東西に走っている。主軸方向は、N-800-Eを 指す。幅は180cmほ どで、 深さは確

認面か ら最大60cmと 深い。断面は逆台形で、途中段を形成 している。 出土遺物は磁器3点 で、

いずれも近代以降の所産である。特に型紙摺 りの中椀が出土 してお り、明治期の字限図にも記

載されている用水路であることか ら、明治期 に用水路 として使用 されていたと思われる。なお、

SD37は 現在まで使用 されているが、古い堆積土から近代磁器が出土 した。

SD157・161(第14図)

昭和期 まで素掘 りの用水路 として使用 されていた。昭和63年 の市道整備の一環でU字 管が埋

設された(SD161)。 両方の遺構iとも埋設物を除去後に昭和期の泥土(撹 乱)を 取除 く所から

精査を始めた。用水路 はL字 に連結 し、接点に枡掘 りをして砕石を敷 き詰めていた(撹 乱)。

SD157はC・D区E-7～L-7Gで 検出された。北東にやや屈曲して東西に走っている。

現在まで使用 していた用水路は、東西に直線的に走っていた。上層は現在 までの用水路により

壊 されている。遺構中央で も昭和期の水槽(鯉 などの淡水魚の泥を吐かせるためのもの)に よ

り壊 されている。逆に遺構東側でSKI56を 切っている。 幅は最大110cmで 、深さは確認面か ら

50cmを 測 る。断面形は、途中段のあるV字 状を呈する。

SDl61はE-4～E-7Gで 検出された。

16



17



IV遺 構

近世の用水路跡

馬 の 右 寛 骨

昭和期に素掘 りの用水路 として使用され、昭和 の中頃に杭などで土留めをした。土留めをす

る前の覆土から近代以降の遺物が出土 している。 幅は160～250cmで 、 深 さは確認面から最大

で40cmを 測る。覆土は3層 に分かれ、いずれも未分解有機i物が混じっている。

両者の形状は、いずれもD類 である。

SD160・164(第14・15図)

SDl60は 、C区H-6Gで 検出された。主軸方向はN-200-Eを 指す。 幅は50cmを 測 り

深 さは12cmで ある。覆土は、暗褐色粘土の単一層である。

SD164は 、D区E-7Gで 検出された。主軸方向は、ほぼ磁北を指す。 幅は50cmを 測 り、

深 さは15cmで ある。いずれの遺構1からも肥前系磁器の破片が出土 していることか ら、江戸期の

用水路跡 と思われる。両者の形状はともにC類 に当たる。

時期を特定できない溝跡がA～D区 に分布 してお り、その概要は次の通 りである。

A区 ではSD102が 検出された。 幅が100cmで 深 さは40～50cmを 測る。 覆土は、未分解有機

物が混 じる暗褐色土で近代以降の可能性がある。形状は、D類 に当たる。

B区 ではSD2・6・60・69が 検出された。幅が30～50cmで 、 深さは10～18cmを 測る。 覆土

は一様に黒色あるいは黒褐色土で、古代の溝の可能性がある。形状 はAま たはC類 に当たる。

C区 ではSD150が 検出された。幅が70cmで 、深 さは15cmを 測る。 上層が、旧耕作土によっ

て削平されてお り、最深部周辺のみ確認された。覆土は、グライ化 した灰色粘土に、斑状に黒

褐色土が混 じっている。形状は、C類 に当たる。

D区 ではSD160が 検出された。市道造成時の砂利 を除去 した後に検出された。 幅は25cmで

深 さが15cmを 測る。近世の街道に付随するものか不明である。形状は、A類 に当たる。

3河 川 跡

SG132(第15図)

SGl32は 、C・D区 北側E-3～1-6Gで 検出された。上層は各所で撹乱による破壊を受

けている。それはこの地点に住居が建っていたか らで、東側は2m以 上掘下げられていた。調

査は、住宅基礎 を重機で除去 し、さらに下位層の耕作土を掘下げた。古代の確認面まで下げて

遺構iの検出を行 った。 また、F-5～G-6Gや1-6G地 点には近世の整地層 ・耕作土が残

存 してお り、近世陶磁器や古銭、漆器などが出土 している。また、その整地層の一部から柱根

が確認された。柱根は近世以降のもの と思われる。

流路は北西から東にL字 状に屈曲している。幅は440～550cmで 、 深さは確認面から最大で

110cmを 測る。 断面は逆台形で、緩やかに壁が立ち上がる。覆土は4層 である。1層 目がオリー

ブ黒色土で、各所において暗褐色土か ら壊 されている。その部分から中近世の遺物(揺 鉢など

の陶器や漆器椀、宋銭)が 出土 している。中位の層は暗緑灰色土である。粘土質で炭化物がブ

ロック状に混 じっている。炭化物は流入 したものか と思われる。 この2・3層 目か らは、破片

資料で須恵器17点 、土師器10点 、砥石1点 などが出土 している。最下層は暗オリーブ灰色土で

下層 にヨシが未分解で含 まれる腐植土が確認 されている。この層からは、馬の右寛骨が出土 し

ている。骨の縁辺に傷があることから、解体 をしたものと考えられる(「VI自 然科学分析」参

照)。
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IV遺 構

4落 ち込み遺構

2つ の 窪 み B区 南側B-9～C-13Gで 検出された。北側 と南側に2つ の窪みがあり、初め遺構が2つ

あると思われたが、土層の確認により1つ の遺構 と確認された。北側の長さは8mで 、幅は2

mで ある。南側の長 さは12mで 、幅は5mで ある。両方とも幅については市道造成時の撹乱に

より破壊されてお り、東側の際が不明である。緩やかに底面に向かって落ち込んでお り、北側

・南側ともに深さは20～30cmで ある。底面は落ち窪む部分を除いては平坦である。

覆土は、炭化物が混 じる黒褐色土の単一層で、出土 した遺物の表面には煤が付着 している。

遺物数は、北側で須恵器20点 、土師器35点 である。南側で、須恵器135点 、土師器651点 であ

る。調査区の遺構の中では最 も多い出土量である。

奈良 ・平安時代において、土器類 を廃棄するために使われたものと考えられる。

20



V遺 物

V
、虫

思 物

今回の調査では、奈良 ・平安時代、中世、近世、近代の遺物が出土 し、整理箱にして10箱 、

破片資料を含めて1,611点 を数える。調査区内の各所に点在する撹乱から出土 したものは、大

方は現代のものであった。 しかし、古代以前か ら微高地であったB区 では、落ち込み遺構や土

坑から、古代の土器が多 く出土 した。

また出土 した遺物の種別 としては土器 ・陶磁器 ・瓦器 ・石製品 ・木製品 ・金属製品 ・銭貨で

ある。大半が、土器 ・陶磁器であるが、落ち込みに廃棄 したり、用水路に捨てたり落としたり

した遺物のため、完形で出土するものは僅かである。

以下、器種器形ごとに個別に検討 していきたい。

1土 器

(1)須 恵 器

須 恵 器 は特 にB区 か ら出 土 して お り、調 査 区全 体 で329点 を数 え る。 出 土 遺 物 量 全 体 の20.4%

を 占め る。 器 形 は圷 ・有 台 杯 ・蓋 ・壷 ・甕 な どが 挙 げ られ る。

先 ず 出土 量 の 大 半 を 占め る杯 に つ い て述 べ て み た い 。

出 土 した多 くが 、 口縁 部 破 片 や 底 部 破 片 で あ り、 全 形 が わ か る 資 料 に 恵 まれ て い な い 。 僅 か

で は あ る が 、 全 容 の わ か る もの を 図 化 して い る(1～5)。

杯 の 口径 は 、 凡 そ136～142mmと140mm前 後 で あ る。 底 径 は、55～70mmの 中程 度 の も の と70mm

以 上 の 大 型 の もの とに 大 別 で きる 。 器 高 は43～50mmの 範 囲 内 で あ る。

形 状 か ら幾 つ か に分 類 を試 み た 。

特 に 口縁 部 ～ 体 部 まで 形 状 が わ か る もの に つ い て は 、 体 部 が 緩 や か に 立 ち 上 が る もの(1・

2・5)、 体 部 が 緩 や か に立 ち 上 が り、 口唇 部 が 外 反 す る もの(6)、 体 部 が 直 線 的 に立 ち上

が る も の(3・4)と に分 け られ る。

また 、 底 部 の 大 き さか ら、 底 径 が55～60mmに な る もの(1・2・4・9・14)、61～70mmに な

る もの(3・5・10～12・15)、 底 径 が71㎜ 以 上 に な る もの(7・8・13)に 大 別 で き る。

底 部 の 切 り離 し につ い て み る と、 ヘ ラ切 り(7・8・11・13)と 回転 糸切 り(1～5・9・10・

12・14・15)が 見 られ 、 い ず れ も無 調 整 で あ る。 数 量 の 割 合 的 に は、 回転 糸 切 りが 多 い 。

墨 書 の あ る もの もあ る。 〈10>の 底 部 に は 、 一 部 分 の み 残 存 して い る が 、 判 読 す る まで に は 墨 書 土 器

至 ら なか っ た 。

胎 土 と して は 、 黒 砂 が 混 入 さ れ る もの が多 く、 そ の 他 白砂 や石 英 が 混 入 され て い る もの が 散

見 され る。 〈6・12・14>に は 海 綿 骨 針 、 〈8>に は 雲 母 が 混 入 され て い る。 〈4・5・13・15>

な どの よ うに 生 焼 の もの も多 い 。

有 台 杯 に つ い て は、 全 形 を留 め る もの が僅 か で 、 こ こで は2個 体 の み 図化 した。

底 部 の切 り離 しは全 て 回転 糸 切 りで 、 口径 に比 して 底 径 が2分 の1以 下 で あ る。 器 高 も高 く

70mm前 後 を測 る。
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V遺 物

転 用 硯

形状か ら分類すると、底部か ら口縁部にかけて緩やかに立ち上がるもの(16)、 底部から口縁

部にかけて直線的に立ち上がるもの(17)が 挙げられる。 〈17>の外面に油煙が付着 している。

また、 〈16>の 内面には、僅かに墨が付着 している。転用硯かと思われる。

蓋 についても、全形を留めるものが僅かで、ここでは体部のみのものを含めて4点 を図化 し

ている。形状 として、平笠型(19・20・21)、 山笠型(18)に 分かれ、 〈18>の 切 り離 しが回

転糸切 りである。体部をロクロ→ケズリ調整 しているものが 〈18・21>で ある。胎土的に緻密

なものが少な く、大 きめの白砂 ・黒砂が混入 している。 〈19・20>の 内面には、僅かに墨が付

着 している。 また、 〈18>の 内面 も磨耗 してお り、これらは転用硯かと思われる。

壷 については出土土器数の中でも少なく、破片資料のみの図化 となった。 〈22・24>は 壷の

口縁部である。形状 として、頸部から口縁部にかけてやや外反するもの(22)、 頸部から口縁

部にかけて外反し、口唇部が直立するもの(24)に 分けられる。 〈24>は 外面にロクロ→ハケ

目→ナデ調整が加えられている。 〈23>は 壷の肩部で、外面に2条 の沈線が見られる。

甕 については、体部破片がほとんどで、 ここでは3点 のみ図化 した。 〈25>は 口縁部のみの

資料である。口縁部にかけて外反 したのち口唇部が垂下する。 〈26・27>は 甕の体部である。

器面の調整は両者 とも同じである。外面が、 タタキ→下方向へのケズリが行われている。内面

にアテ具痕が残 る。 〈26>の 外面に煤が付着 している。 〈26>はSK123最 深部か ら出土した。

(2)土 師 器

土 師 器 は、 調 査 区 全 体 で1,107点 を 数 え る。 出 土 遺 物 量 全 体 の68.7%を 占 め る 。 内 面 黒 色 処 理

が され て い る もの は、33点 出 土 した 。 器 形 は圷 ・甕 な どが 挙 げ られ る。

先 ず 杯 類 に つ い て 述 べ て み た い 。

出 土 し た多 くが 、 口縁 部破 片 や底 部 破 片 で あ り、 全 形 が わ か る 資 料 に恵 まれ て い な い 。 全 容

の わ か る もの を2点 図化 して い る(28・32)。

〈28>の 口径 は138mm、 底 径 は62㎜ と 口径 に 比 し て底 径 が2分 の1程 度 で あ る 。器 高 は、53mm

とや や 高 い。 形 状 は、 底 部 か ら直 線 的 に立 ち 上 が り口縁 部 で 外 反 す る。

内 面 黒 色 処 理 が な さ れ て い る 〈32>の 口径 は144mm、 底 径 は60mmで あ る。 形 状 は、 底 部 か ら

口縁 部 に 向 か っ て 直 線 的 に立 ち上 が る。

内 面 が 非 黒 色 処 理 の もの は、 底 径 が65mm以 上 の もの(31)、60～64mmの もの(28・30)、60mm

未 満 の も の(29)に 大 別 で き る。 ま た 、 内 面 に黒 色 処 理 が な され て い る もの は、65㎜ 以 上 の

もの(33・34)、60～64mmの もの(32)に 大 別 で きる 。 両 者 と も大 方 は底 部 の 切 り離 しが 回転

糸 切 りで あ る 。 〈33>は 外 面 が 磨 滅 して お り外 面 の 調 整 が 不 明 で あ る が 、 底 径70mmを 測 り、 や

や 大 振 りの土 師 器 椀 か と思 わ れ る 。

甕 は 、 大 型 の もの は少 な く、 中小 の もの が 多 い 。

大 半 の もの の 器 面 が 磨 滅 し て お り、 調 整 が不 明 の もの が 多 い。 ロ ク ロ を使 用 し た こ とが 分 か

る もの は、 〈35・36・43>で あ る 。 そ の 詳 細 に つ い て述 べ て い く こ と とす る 。

〈35>の 底 径 は66mmで 、 器 厚 は4.2mmと 薄 い 。 小 型 の 甕 と思 わ れ る。 胎 土 に は粗 砂 ・雲 母 が

混 じ る。 底 部 は 回 転 糸 切 りで あ る 。 〈36>の 底 径 は79mmで 、 器 厚 は7mmで あ る 。 中程 度 の 甕 と

思 わ れ る。 〈43>の 口径 は240㎜ 、 器 厚 は7㎜ で あ る。 中 程 度 の 長 胴 甕 と思 わ れ る。 形 状 と し
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て、中位か らやや上部で胴張 りになると考えられる。調整は、外面にロクロ→ハケ 目、内面に

カキ目が施されている。胎土としては細砂 ・石英が混 じる。

非 ロクロ系は 〈37～39・41・44・47～50>が 挙げ られる。その中で底部のみの資料 としては

〈37～39>が ある。

〈37>の 底径は82mmで 、器厚は7mmで ある。調整は、内外面 ともハケ 目が施されている。胎

土は細砂 ・雲母が混 じる。 〈38>の底径は78mmで 、器厚は8mmで ある。調整は、内外面 ともにハ

ケ目が施されている。底部 には網代痕が見 られる。胎土 としては粗砂 ・石英が混 じる。 〈39>

の底径 は90mmで 、器厚は8mmで ある。調整は同じく内外面ともハケ目が施される。底部に木葉

痕が見られる。胎土 としては粗砂 ・石英が混 じる。

口縁部か ら体部まで残存するものとしては、 〈41・44・47・49>が 挙げられる。〈41>は 頸部

直下からやや膨 らむ形状である。調整は、内外面 ともハケ目が施されている。〈44>は小破片で

あるが小型の甕 と考えられる。調整は、内外面 ともハケ目が施され、口縁部にナデ調整がなさ

れている。〈47>は小破片であるが、中程度の甕 と思われる。頸部直下か らやや膨 らむ形状であ

る。調整は、内外面ともハケ目でロ縁部にナデ調整がなされる。〈49>は小破片であるが、中程

度の長胴甕 と思われる。調整は内面が磨滅 しているが、外面にハケ 目が施されている。〈50>は

唯一全形が分かる資料である。やや大型の甕でハケ目調整が施されている。なお、〈49・50>の

外面に二次加熱の痕跡がみられ、煮沸具 として使用されたと考えられる。

その他土師器破片を図化 しているが、表面が磨滅 してお り、調整その他不明なものが多い。

〈45>の ように口縁部が摘み出されているものも少なからず出土 している。

2陶 磁器 ・瓦器

(1)磁 器

磁器は、調査区全体で83点 を数える。出土遺物量全体の5.2%で ある。器形は碗 ・皿等が挙げ

られる。中国製のものが1点 ある他は、すべて国産である。

〈51>は、中国製の白磁 と思われる。ただし、SGI32上 層の撹乱から出土 したもので、周辺

に中世までに至る遺物が無 く、伝世品の可能性 を含め判然 としない。口縁部の小破片 と底部の

みが出土 した。形状は、端反形である。高台部 に横方向のケズ リが見 られるが、やや雑に仕上

げている。内外面に高台部 まで粕薬がかけられている。 また、胎土中に黒砂が微量に混入 され

ている。

〈52～61>は 肥前系の染付である。(52～59)は 小破片が多いが、中 ・小碗 と考えられる。そ

の中で、厚手の 〈54～58>は 「くらわんか手」である。その他に皿(60・61)が ある。内外面

の文様 として 〈52～57>は 網 目文が施 され、その他、草花文(58・59)、 松に帆掛 け船(61)が

ある。〈52>と 〈53>は 文様が同様で同一固体かと思われたが、 〈52>の 方が口縁部の端部が少

し外反しているため別個体であることがわかる。両者 とも薄手である。 〈53>は 溝跡出土のた

め鉄錆が付着 している。 〈57>は 全体的に被熱 している。また、 〈52・53・55・58・59>の 形

状は小破片 も多いが、丸形 と思われる。

年代観が、〈52・53>は 肥前IV期 、〈54・55・58>は 、波佐見V-2期 と推定される。〈59>は

〈55・58>と 胎土が酷似 している。全体的にこれらは形状か ら18世紀代を想定できる(大 橋 ほ

中 国 磁 器

肥 前 系 磁 器

23



V遺 物

近 代 磁 器

24

か2000)。

皿としては、 〈60・61>の2点 を図化 した。出土遺物 としては小破片が多 く、全形の判別で

きるものは僅かである。〈60>の 染付皿は口縁部の小破片のみの資料である。江戸期のSK156

遺構 内から出土 した。〈61>は輪花皿である。口径が97㎜ と小 さい。また、畳付の粕は拭 き取 ら

れている。さらに口唇部がやや四角に成形 され、口紅が施 されている。内面の文様 として、淡

い呉須で松 に帆掛け船が描かれている。近代のSDl61か ら出土 した。 〈61>の年代観として肥

前V期 を想定で きる(大 橋ほか2000)。

〈62～64・66・74>は 、胎土がガラス質で、近代のもの と思われる。これらは、装飾技法が

手描 きの手法を使用 している。

〈62>はSKl56上 層の整地層(砂 利)か ら出土 した。文様は濃青の呉須で草花文が描かれて

いる。口径が70㎜ と小 さく、小碗である。胎土は、ガラス質で黒砂が混 じっている。高台部が

バチ状に開いている。〈63>は 近代のSD161か ら出土 した。8分 の1個 体 しかなく全形が判然

としないが、端反の小碗 と考えられる。文様は、外面に蓮子に草文が、内面に圏線が描かれて

いる。〈64>も 近代のSDl61か ら出土 した。文様は草文であるが全体的な文様構成は不明であ

る。器面が被熱 している。

〈66>は、近代のSD106か ら出土 した。形状が丸形になるものである。文様が圏線に草文で

ある。見込に宝文(?)が 施されている。〈74>は 、底部～体部の資料のため、口径は不明であ

るが、250㎜ 以上あると推定される。 大型の輪花皿である。畳付が欠損 しているが、 高台は蛇

の目状になってお り、それにそって粕剥ぎがなされている。また内外面の文様が草花文である。

以上手描 きの資料 を記述 したが産地 として 〈74>が 東北の在地産の他は瀬戸産 と思われる。

〈65・67～71・73・75>は 、装飾技法が型紙摺 りの手法を使用 している。いずれも近代の所

産と考えられる。

〈65・67・70・71>は 、中 ・小碗を図化 したものである。

形状から幾つかに分類ができる。腰張形(65・67・70)、 口縁部へ直線的に開 く形(71)が 挙

げられる。 文様地文として、み じん唐草文地(65)、 花文地(67)、 青海波文地(70)、 粒文地

(71)が ある。高台脇文様 として、圏線(65)、 菊水文(67・70)、 宝尽 くし文(71)が ある。

畳付はすべて粕剥 ぎされている。また 〈67>は 焼成が悪 く濁った色をしている。

〈68・69・73・75>は 皿で、 〈69・73>は 輪花皿である。 〈68・69>は 、ともに皿の口縁部

の小破片である。内面にのみ文様がある。前者は、花文地に花唐草、後者は、花文地に牡丹文

である。〈73>の口径 は182mm、 器高が41㎜ 、底径82mmと 中程度である。 畳付まで粕薬が掛けら

れ高台内が露胎である。文様 として外面に菊花文、内面には、み じん唐草文地に花散らし文が

施されている。〈75>は、底部のみの資料で、畳付が露胎である。内面の文様が粒 ・青海波文地

に桜 ・菊文である。器厚か ら 〈73>よ りは小 さ目の皿を想定できる。

以上型紙摺 りの資料 を記述 したが、胎土がガラス質である。

〈72>は 、近代のSDlO6か ら出土 した。無文の小碗である。形状 として腰が張 り、全体的に

肥厚 している。胎土に黒砂が多 く混入 している。 また、畳付が露胎である。

〈76>は 配電器具である。頭頂部直下が括れ、底部が少 し窪む。形状からJESノ ップ碍子

と思われる。
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(2)陶 器

陶器は、調査区全体で42点 を数える。出土遺物量全体の2.6%で ある。器形は皿 ・揺鉢等が挙

げられる。すべて国産である。

〈77・78>は 、 肥前系陶器(唐 津)で ある。〈77>は 灰粕皿で、高台か らほぼ上方に向けて緩 肥 前 系 陶 器

やかに延びる形状である。内面に砂 目が残っている。内外面に掛けられた粕薬は一部白濁 して

いる。また、高台と高台脇の区別 もあ り、粕薬が高台まで一部垂れているが、基本的には露胎

(土見せ)で ある。高台内には兜巾と呼ばれる円錐形の削 り出 しもある。〈78>も灰粕皿で、内

面に胎土目が残っている。高台 と高代脇 との区別が明瞭ではなく、高台か ら緩やかに轡曲し、

口縁部で外反する形状である。高台部は露胎である。〈77>のような兜巾はない。これらは17世

紀初頭を推定できる(大 橋ほか2000)。

〈79・80>は 、相馬大堀産の陶器である。器形は、〈79>が 湯呑、〈80>が 土瓶蓋である。両 相 馬 大 堀

者 とも口縁部の一部のみである。〈79>は灰粕の端反碗で、湯呑 と思われる。内外面 とも緑灰色

の灰粕が掛けられ、細かい貫入が入る。〈80>は灰粕の土瓶の蓋で摘みの部分が欠損 している。

外面に粕掛けをしてお り、鉄絵(馬?)が 描かれている。内面は露胎である。

〈81～88>は 、揺鉢を一括 して図化 したものである。〈81～83>が 現在の福島県域の窯場産の 福 島 県 域 の
窯 場 産 揺 鉢

もので、その他のものは産地不明である。〈81>は、岸窯産の揺鉢である。口縁部のみの資料で

形状は口縁部が内側に折れている。 またその部位には灰粕が掛けられ、灰白色を呈 している。

下部に卸 し目4本 が残存 している。胎土に石英が混入 し、外面に鉄錆が付着 している。年代観

として1640年 前後を想定できる。〈82・83>は 、長沼天神窯産の揺鉢 と思われる。内面の底 に円

状の卸し目が入 り、卸 し目の間隔は狭い。胎土に石英などが混入 している。また、〈82>の方が

〈83>よ りも肥厚 している。

〈84～88>は 、産地不明のものである。口縁部に、黄緑粕が掛けられているもの(84)も あ

るが、ほとん ど体部の資料のため全形が把握 し難い。卸 し目の数 も欠損が酷 く、〈84・87>以 外

は卸 し目の条数が不明瞭である。胎土も様々で、複数の窯場か らもたらされたもの と考 えられ

る。〈85>の み片口形である。

(3)瓦 器

瓦器は、調査区全体で3点 を数える。出土遺物量の0.2%で ある。

〈89>は 火鉢、〈90>は行火である。〈89>は口縁部のみの資料で、器厚は20mmと 厚い。 内外

面 とも剥離 してお り、灰白色の胎土が露わになっている。また、焼成が不良で土師質である。

〈90>は 窓部のみの資料で、中心に丸 く穴が開いている。胎土に細砂が混入 しているが、焼成

は良好である。調査区全域の出土 も窓部の破片のみである。そのため全体の構造が不明である

が、城南一丁 目遺跡か ら類似する行火が出土 している(黒 坂他1999)。 その行火を参考にすると

上面が ドーム型の立方体で3側 面に窓があ り、他の1面 から火容れをする構造を想定できる。

共伴関係などから年代観は、前者が近世、後者が近現代 と考えられる。

3石 製 品

石製品は、調査区全体で3点 を数え、出土遺物量全体のO.2%で ある。
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〈91>は 、硯の破片である。陸部、硯縁の一部が残存するのみである。表面に使用痕 と墨痕

が残 る。石材は、粘板岩である。

〈92・93>は 砥石である。〈92>は 平安時代以降のSG132か ら出土 している。両端部が欠損

している。使用痕は2面 にある。石材がガラス分を含有する流紋岩である。〈93>は3面 のみ残

存 している。3面 とも使用痕があ り、錐状工具痕 もある。石材が灰 白色の流紋岩である。

4木 製 品

木製品は、調査区全体で33点 を数え、出土遺物量全体の2%で ある。

〈94>は 板材である。一方にはめ込みの突起が2つ 有 り、一方は、半円状 に削 られている。

釘穴が3箇 所開いている。 〈95>は 、杭である。表皮 と枝をはずして、先端をナタ状工具で削

っている。SKI56覆 土内からの出土であるが、木組みの構i築材かは不明である。

〈96>は、柱根である。SG132上 層の近世の整地層か ら出土した ものである。他の柱根は、

住宅基礎により深 く削平 されたと思われる。 直径は148㎜ を測る。側面を粗 く成形 し底部を平

らに削っている。〈97>は ヘラで、全体的に腐蝕 してお り細かい調整などが不明である。〈98>

は直径168mmの 円形の板で、小樽の底板 と思われる。 半分 まで打ち付けた丸釘が、錆付いたま

近 世 の 漆 器 ま残存 している。内底に付着物がある。近代のSD161か ら出土 している。〈99>は 漆器椀で形

状は腰丸形である。漆は、表面に黒漆→赤漆の順に塗 られている。また表面に文様が無い。

5金 属 製 品

近 世 の 煙 管

宋

大橋康二他

黒坂雅人他

古泉弘

銭

2000

1999

1987

金 属 製 品 は 、 調 査 区全 体 で5点 を数 え、 出 土 遺 物 量 全 体 のO.3%で あ る。

〈100～102>は 煙 管 雁 首 で あ る 。材 質 は、 〈100・101>が 真 鍮 、 〈102>が 銅 で あ る 。3個 体 と

も脂 返 しの轡 曲 が あ り、 〈101・102>に は 補 強 帯 が付 く。 〈100・101>は 肩 付 で あ る。 〈102>に

は 炭 化 した 羅 宇 が 僅 か に 認 め られ る。 こ れ らの 年 代 観 は 、17世 紀 後 半 ～18世 紀 前 半 と考 え られ

る(古 泉1987)。 〈103>は 鍔 で あ る。 材 質 は 真 鍮 で あ る。表 土 掘 削 に 出土 した もの で 、時 代 は不

明 で あ る。 また 、 同 じ く表 土 掘 削 時 に小 銃 実 包12点 が 出 土 して い る。 今 回 県 警 に引 き渡 し た た

め 遺 物 数 に は 含 ま な か っ た 。

6銭 貨

銭貨は、調査区全体で6枚 を数え、出土遺物量全体の0.4%で ある。

〈104>の み宋銭(天 禧通宝)で 、他はすべて寛永通宝である。〈105～107>は 、やや大 きめ

の寛永通宝で、背面に11波 が確認できる。

引用文献

『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会

『城南一丁 目遺跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財 センター調査報告書 第69集)山 形県埋蔵文化財セ ンター

『江戸の考古学』ニュー ・サイエ ンス社
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表1出 土土器観察表

図版番号 種別 器形 出土位置
計測値(㎜)

残存値 胎土 焼成 色調
調整その他

登録番号 備考
口径 頸径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部

17

1須 恵器 圷 SK21 (136)(60)49 6 1/4 緻密 堅 灰白5Y7/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP17 黒砂混入

2須 恵器 杯 SK123 (136)6043 5 2/3 緻密 不良 灰白5Y7/2 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP19 生焼

3須 恵器 杯 SK123 1406250 6 完形 粗砂混 堅 灰5Y6/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP11・23・32

4須 恵器 圷 落ち込み遺構 (142)(56)47 5 1/6 細砂混 不良 灰白5Y7/2 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP13 生焼 底部煤付着

5須 恵器 」不 TT1 (138)(68)43 4 1/4 緻密 不良 灰白5Y8/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り 生焼 内面に鉄錆

6須 恵器 圷 SK123 (138) 5 1/3 緻密 堅 灰5Y6/1 ロクロ ロクロ RP22 白砂・海綿骨針混入

7須 恵器 杯 SD126 (72) 5 1/4 緻密 堅 灰白5Y8/1 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り RP34 石英混入

8須 恵器 圷 落ち込み遺構 (76) 5 底部のみ 粗砂混 不良 灰白5Y7/2 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り RP28 雲母混入

9須 恵器 圷 1-11G 60 6 底部のみ 緻密 堅 灰白N7/0 ロクロ ロクロ 回転糸切り

10須 恵器 」不 TT1 (68) 4 1/2 緻密 堅 灰白N8/0 ロクロ ロクロ 回転糸切り 黒砂混入 底部墨書

11須 恵器 圷 SK21 70 6 底部のみ 緻密 堅 オ リー ブ灰

2.5GY6/1
ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 り 白砂混入

12須 恵器 杯 落ち込み遺構 (70) 5.5 底部のみ 緻密 堅 灰白5Y7/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り 白砂 ・石英・海綿骨針混入

13須 恵器 圷 SG132 (76) 45 底部のみ 緻密 不良 灰白5Y8/1 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切り RP36 生焼

14須 恵器 圷 SD161 (60) 5 底部のみ 緻密 堅 灰白5Y7/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り 石英・海綿骨針混入 流れ込み

15須 恵器 」不 落ち込み遺構 62 3.9 底部のみ 緻密 不良 淡黄5Y8/4 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP27 生焼

18

16須 恵器 有台杯 落ち込み遺構 1416867 45 2/3 粗砂混 堅 灰5Y5/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP18 白砂混入 転用硯?

17須 恵器 有台」不SK21 (160)(80)73 5 1/2 粗砂混 堅 灰N6/0 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP15 外面に油煙付着

18須 恵器 蓋 SK21 5 2/3 粗砂混 堅 明青灰10BG7/1 ケズリ・ロクロ ロクロ 回転糸切り RP16 白砂混入 転用硯?

19須 恵器 蓋 C-5G (145)26 4 1/8 細砂混 堅 青灰10BG6/1 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 り 白・黒砂混入 転 用硯?

20須 恵器 蓋 C区北西3層 5 1/4 細砂混 不良 灰白5Y7/1 ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 り 生焼 白砂混入 転用硯?

21須 恵器 蓋 SG132 4 1/8 緻密 堅 灰N6/0 ケズリ・ロクロ ロクロ 回転ヘラ切 り 白砂混入

22須 恵器 壺 落ち込み遺構 (128) 4 口縁部のみ 細砂混 堅 灰N5/0 ロクロ ロクロ

23須 恵器 壷 落ち込み遺構 5 肩部のみ 緻密 堅 緑灰10GY6/1 ロクロ ロクロ 白砂混入 外面に二条の沈線

24須 恵器 壺 落ち込み遺構 5.7 口縁部のみ 細砂混 堅 明オ リー ブ灰

2.5GY7/1
ロクロ・ハ ケ 目 ロクロ <
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図版番号 種別 器形 出土位置
計測値(mm)

残存値 胎土 焼成 色調
調整その他

登録番号 備考
口径 頸径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部

18

25須 恵器 甕 落ち込み遺構 7.4 口縁部のみ 緻 密 堅 灰5Y6/1 ロクロ ロクロ RP10黒 ・白砂混入

26須 恵器 甕SK123 10 体部のみ 細砂混 堅 灰N6/0 タタキ・ケズリ アテ痕 RP33外 面煤付着

27須 恵器 甕 落ち込み遺構 10 体部 のみ 緻 密 堅 緑灰5G6/1 タタキ・ケズリ アテ痕 RP9白 ・黒砂混入

19

28土 師器 」不SK98 (138)62534 4/5細 砂 混 良 灰 白5Y8/2 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP29

29土 師器 杯SK98 545 底部 のみ 緻 密 良 浅黄5Y7/4 ロクロ ロクロ 回転糸切り

30土 師器 杯SP45 (64)(40)38 1/6細 砂 混 良 灰 白5Y8/2 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP8

31土 師器 杯SK98 664 底部 のみ 緻 密 良 灰 白5Y8/1 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP29

32土 師器 圷SK123 (144)(60)475 1/3緻 密 良 灰 白5Y8/2 ロクロ ロクロ・ミガキ 回転糸切り RP21雲 母混入 内面黒色処理

33土 師器 境?落 ち込み遺構 706 底部のみ 細砂混 不良 浅黄5Y7/4 マメツ ミガキ マメツ 内面黒色処理

34土 師器 杯 落ち込み遺構 (66)6.8 底部 のみ 緻 密 良 灰 白5Y8/2 マメツ ミガキ 回転糸切り RP14内 面黒色処理

35土 師器 甕SK98 6642 1/3粗 砂 混 不 良 黄5Y7/6 ロクロ ロクロ 回転糸切り RP31雲 母混入

36土 師器 甕SK98 797 底部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/4 ロクロ マメツ 回転糸切り RP31石 英混入

37土 師器 甕SK98 (82)7 1/8細 砂 混 良 灰 白5Y8/2 ハケ目 ハケ目 マメツ 雲母混入

38土 師器 甕 落ち込み遺構 (78)8 底部のみ 粗砂混 不良 浅黄5Y7/4 ハケ目 ハケ目 網代痕 RP12石 英(大)混 入

39土 師器 甕SK98 (90)8 底部のみ 粗砂混 不良 灰白5Y8/2 ハケ目 ハケ目 木葉痕 RP31石 英混入

40土 師器 甕SK123 687 底部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/4 マ メツ マメツ マメツ RP20石 英混入

20

41土 師器 甕SK98 (240)(208)6.5 1/10粗 砂 混 不 良 オリーブ5Y6/6 ハケ目 ハケ目

42土 師器 甕 落ち込み遺構 (160)(151)3.8 口縁部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/4 マメツ マメツ RP25石 英(大)混 入

43土 師器 甕SK123 (240)(216)7 1/8粗 砂 混 良 淡黄5Y8/3 ロクロ・ハ ケ目 ロクロ・カキ目 RP24石 英混入

44土 師器 甕SK98 4 1/8粗 砂 混 良 灰 オリーブ5Y6/2 ナデ・ハケ目 ハケ目 雲母・石英混入

45土 師器 甕SK98 7 口縁部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/4 マメッ マメッ 雲母・石英混入

46土 師器 甕 落ち込み遺構 8 口縁部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/3 マメツ マメツ RP26石 英(大)混 入

47土 師器 甕 落ち込み遺構 6 口縁部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/3 ナデ・ハケ目 ハケ目 石英混入

48土 師器 甕 落ち込み遺構 6.5 口縁部のみ 粗砂混 不良 淡黄5Y8/3 ハケ目 マメツ RP13石 英混入

49土 師器i甕SK96 8 1/10粗 砂 混 不 良 淡黄5Y8/4 ハケ目 マメツ 二次加熱

50土 師器 甕 落ち込み遺構 (240)(130)2967 1/4粗 砂 混 不 良 淡黄5Y7/4 ハケ目 マメツ マメツ 石英混 二次加熱
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表2出 土陶磁器・瓦器観察表

図版 番号種別器形 形状 出土位置
計測値(mm)

残存値 胎土 焼成 色調
染付文様、粕薬、調整など

産地 登録 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部・高台部

21

51白 磁 皿 端反形G-6G 664 底部・口縁部 緻密 堅
粕 明オリーブ灰2.5GY7/1

胎 明緑灰10GY7/1
白磁粕 白磁粕 高台部ケズリ 中国15世 紀代?

52磁 器 碗 丸形?C区 北西 2.8 口縁部のみ 緻密 堅 胎 灰 白N8/0 二重網目文 透明粕 網目文 透明紬 肥前 肥 前IV期(1700～1740)?

53磁 器 碗 丸形?SD164 2.7 1/8緻 密 堅 胎 明緑灰10GY8/1 二重網目文 透明粕 網目文 透明紬 肥前RP37肥 前IV期(1700～1740)?

54磁 器 碗TT1 4 口縁部のみ 緻密 堅 胎 明オリーブ灰2.5GY7/1 二重網目文 透明紬 透明粕
波佐見V-2期(1750～肥前

1770)?く らわんか手

55磁 器 碗 丸形SD160 4 体部のみ 緻密 堅 胎 明緑灰10GY8/1 二重網目文 透明粕 透明粕
波佐見V-2期(1750～肥前

1770)?く らわんか手

56磁 器 碗SK156 7 体部のみ 緻密 堅 胎 明緑灰10GY8/1
二重網目文 圏線 二重網目文

透明粕 透明紬
肥前 くらわんか手

57磁 器 碗SX18 7 体部のみ 緻密 堅 胎 明緑灰10GY7/1 二重網目文 透明粕 透明粕 肥前 被熱 くらわんか手

58磁 器 碗 丸形C区 6 1/8緻 密 堅 胎 明緑灰10GY8/1 草花文 透明紬 透明粕
波佐見V-2期(1750～肥前

1770)?く らわんか手

59磁 器 碗 丸形?C区 北東 3.6 口縁部のみ 緻密 堅 胎 明緑灰10GY8/1 草花文 透明粕 透明粕 肥前18世 紀代?

60磁 器 皿SK156 2 口縁部のみ 緻密 堅 胎 灰 白N8/0
圏線 文様不明透明粕

透明紬
肥前 近世

61磁 器 皿 輪花形SD161 (97)(47)2.8 1/4緻 密 堅 胎 灰 白N8/0 松に帆掛け舟 透明粕 透明粕
肥前V期(1810～1860)?肥前

畳付露胎 口紅

62磁 器 碗 丸形SK156上 層 (70)(32)484 1/3緻 密 堅 胎 灰 白N8/0 草花文 圏線 透明粕 圏線 透明粕 瀬戸19世 紀代?砂 底

63磁 器 碗 端反形SD161 3 1/8緻 密 堅 胎 灰 白N8/0 蓮子に草文 透明紬 圏線 透明粕 瀬戸19世 紀後半?

64磁 器 碗SD161 3 口縁部のみ 緻密 堅 胎 灰 白5GY8/1 草文 透明粕 透明粕 瀬戸 近代 被熱

65磁 器 碗 腰張形SD106 10437484 2/3緻 密 堅 胎 灰 白N8/0
みじん唐草文地 圏線 円文? 高台脇圏線

牡丹文 透明粕 透明粕
瀬戸RP3近 代 畳付露胎

66磁 器 碗 丸形SD106 343 1/3緻 密 堅 胎 明緑灰10GY8/1
圏線 宝文? 高台脇圏線圏線 草文 透明粕

透明粕
瀬戸RP2近 代 畳付露胎

67磁 器 碗 腰張形SD37 416 1/2緻 密 不 良 胎 灰 白2.5GY8/1
花文地 窓絵菊花蝶 圏線 松竹梅文 高台脇菊水文

文 五弁花文 透明粕 透明粕
瀬戸RP1近 代 畳付露胎

68磁 器 皿XO 3 口縁部のみ 緻密 堅 胎 灰 白N8/0
花文地 花唐草文透明粕

透明紬
瀬戸 近代

69磁 器 皿 輪花形XO 3 口縁部のみ 緻密 堅 胎 灰 白N8/0
花文地 牡丹文透明粕

透明粕
瀬戸 近代

70磁 器 碗 腰張形XO 4 1/8緻 密 堅 胎 灰 白N8/0
青海波文地梅散らし 圏線 透明粕 高台脇菊水文

文 窓絵笹文 透明粕
瀬戸 近代 畳付露胎

<

臨

書



<

醸

薗

図版 番号種別器形 形状 出土位置
計測値(mm)

残存値 胎土 焼成 色調
染付文様、粕薬、調整など

産地 登録 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部・高台部

22

71磁 器 碗SD161 404 1/3緻 密 堅 胎 灰白N8/0
粒文地 窓絵山水文 高台脇宝尽くし透明粕

透明紬 文
在地 近代 畳付露胎

72磁 器 碗SD106 (36)(4.8) 1/4緻 密 堅 胎 明緑灰7.5GY8/1 透明紬 透明粕 在地RP4近 代 畳付露胎 黒砂混入

73磁 器 皿 輪花形C区 (182)(82)414 1/4緻 密 堅 胎 灰白N8/0
みじん唐草文地

圏線 菊花文 透明紬 花散らし文 透明粕 在地 近代 高台内露胎

74磁 器 皿 輪花形XO 10 1/8緻 密 堅 胎 灰白N8/0
圏線 草花文圏線 草花文 透明粕 蛇の目高台

透明粕
在地 近代

75磁 器 皿XO 3 底部のみ 緻密 堅 胎 灰白N8/0
粒・青梅波文地透明紬

桜・菊文 透明粕
瀬戸 近代 畳付露胎

配電76磁器XO

器具
32325012 完形 緻密 堅 胎 明緑灰7.5GY8/1 透明紬 透明粕 不明 近現代JESノ ップ碍子

77陶 器 皿J-6G 423 1/2緻 密 堅
粕 灰オリーブ5Y6/2

胎 浅黄5Y7/3

灰粕(一 部 白濁 ・貫 灰粕(一 部白濁 ・ 兜巾

入)貫 入)砂 目

肥前 且期(1610～1650)

(唐津)高 台・畳付 露胎

78陶 器 皿SD161 (72)52 1/6緻 密 堅
粕 灰オリーブ5Y6/2

胎 オリーブ黄5Y6/4
灰粕 灰粕 胎土目

肥前1-2期(1594～1610)

(唐津)高 台・畳付 露胎

79陶 器 湯呑 端反形SK156上 層 3.8 1/10緻 密 堅
粕 明 オリーブ灰2.5GY7/1

胎 灰 白2.5GY8/1
灰粕(貫入)灰 粕(貫入)

相馬 近代

大堀

土瓶
80陶 器SK156上 層蓋 (60)2 1/8緻 密 堅

粕 明オリーブ灰2.5GY7/1

胎 灰白2.5GY8/1
鉄絵 灰粕(貫入)露 胎

相馬 近代 摘み欠損

大堀

81陶 器 揺鉢G-10G 6.2 口縁部のみ 緻密 堅
紬 灰白5Y8/1

胎 灰オリーブ5Y6/2

灰紬 卸し目4本灰粕(口縁部)

以上

1640年前後 石英混入岸

鉄錆付着

82陶 器 揺鉢SK156 (120)14 1/8細 砂混 堅
粕 オリーブ黒5Y3/2

胎 浅黄5Y7/3

鉄紬(茶)卸 し目鉄粕(茶)

16本 以上

長沼17世 紀半?石 英混入

天神

23

83陶 器 揺鉢C区 北西 10 体部のみ 細砂混 堅
紬 オリーブ黒5Y3/2

胎 浅黄5Y7/3

鉄粕(茶)卸 し目鉄粕(茶)

13本

長沼17世 紀半?石 英混入

天神

84陶 器 揺鉢C区 トレンチ 8.2 口縁部のみ 緻密 堅
紬 灰オリーブ5Y4/2

胎 浅黄5Y7/3

鉄粕(褐)卸 し目鉄粕(褐)

8本

灰・黒砂混入不明

口縁部(黄 緑粕)

85陶 器 揺鉢 片ロ形SK156 77 口縁部のみ 緻密 堅
粕 オリーブ黒5Y3/1

胎 オリーブ黄5Y6/3

鉄粕(濃 緑)卸 し目鉄粕(濃 緑)

5本 以上
不明 片口部

86陶 器 播鉢SK156 82 体部のみ 緻密 堅
粕 オリーブ黒5Y3/2

胎 灰5Y6/1

鉄粕(赤 褐)鉄粕(赤 褐)

卸し目16本以 上本
不明

87陶 器 揺鉢G-10G 7.8 体部のみ 緻密 堅
粕 暗緑灰7.5GY4/1

胎 灰オリーブ5Y6/2

鉄粕(黒 褐)鉄紬(黒 褐)

卸し目6本
不明 鉄錆付着

88陶 器 播鉢SX108 8.4 体部のみ 細砂混 堅
粕 灰オリーブ5Y4/2

胎 灰5Y6/1

鉄粕(褐)卸 し目鉄粕(褐)

7本 以上
不明

89瓦 器 火鉢SK156 20 口縁部のみ 細砂混 不良 胎 灰白5Y7/2 剥離 剥離
近世 内面キズ有在地

雲母混入

90瓦 器 行火XO 14 窓部のみ 細砂混 堅 胎 灰オリーブ5Y6/2 在地 近現代 表面黒色

 

軽
O



表3出 土石製品・木製品・金属製品観察表

図版 番号 種別 器形 出土位置 材質
計 測 値(㎜ ・g)

付着物有無 破損状況 備考
長さ(口径) 幅(底 径) 厚さ(器高) 重量

23

91 石製品 硯 C区北東 粘板岩 (76) (46) (10) 31.54 陸部 ・硯縁のみ残 存 使用痕 ・墨痕 有り

92 石製品 砥石 SG132 流紋岩 (56) (32) 27 90.86 両端部欠損 2面使用

93 石製品 砥石 C区北西 流紋岩 (35) (34) 19 38.91 両端部・片側側面欠損 3面使用 キリ状工具痕

94 木製品 板材 SK156 429 (176) 11.5 側面一部欠損 釘 穴3つ 有り

24
95 木製品 杭 SK156 (650) 48 45 上部欠損

96 木製品 柱根 H-5G (336) 148 142 上部欠損

25

97 木製品 ヘラ SX143 237 41 6 一部欠損

98 木製品 底板 SD161 168 168 16 付 着物(不 明)有 り 丸釘1本残存

99 漆器 椀 1-6G 5 内外面(赤漆) 口縁・高台部欠損 木地→黒漆→赤漆 RW35

100 金属製品 煙管雁首 G-10G 真鍮 58
火皿部15火 皿部

羅宇接10羅 宇接

1.3

1
10.05

肩付

101 金属製品 煙管雁首 G-10G 真鍮 61
火皿部18火 皿部

羅宇接13羅 宇接

1

1

10.59
肩付 ・補 強帯有り

102 金属製品 煙管雁首 G-5G 銅 55
火皿部16火 皿部

羅宇接12羅 宇接

1

0.3
5.61

羅宇の一部が残存

補強帯有り

103 金属製品 鍔 C区南東 真鍮 66 66 3.5 75.35 錆付着

表4銭 貨計測表

ら
一

図版 番号 出土位置 名称 材質 初鋳年(西 暦)
計 測 値(mm・g)

図版 番号 出土位置 名称 材質 初鋳年(西暦)
計 測 値(mm・g)

外径 穿径 厚さ 重量 外径 穿径 厚さ 重量

26

104 G-6G 天禧通宝 銅
北宋

天禧 年間(1017年 ～)
25.36.01.02.32

26

107 G-8G
寛永通宝

(背11波)
銅 明和6年(1769年) 28,456,451.15.25

105 C区北西
寛永通宝

(背11波)
銅 明和6年(1769年) 28,356,551,154.74 108 C区 トレンチ

寛永通宝

(新寛永)
銅 寛文8年(1668年) 22.96,651,453.29

106 XO
寛永通宝

(背11波)
銅 明和6年(1769年) 28.26.451ユ4.58 109 1-8G

寛永通宝

(古寛永)
銅 寛永3年(1626年) 24,155.31,353.06

<

随

§
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自然科学分析

1は じ め に

東畑A遺 跡(山 形県南陽市大字姐柳字東畑所在)は 、宮内扇状地の外縁部に位置する。遺跡

周辺 は吉野川の氾濫原にあたり、近年まで洪水の被害が度々あった地域である。現在は果樹栽

培や水田として利用 されている。今回の調査 により、B区 で奈良 ・平安時代の溝や土坑、C・

D区 で平安時代以降の河川跡などが検出されている。C区 南側には平安時代以前 と思われる層

厚2mほ どある泥炭層が検 出された。特に腐植質な層位 は3層 あ り、上は炭化物が多 く、下は

未分解の ヨシの地下茎がみられる。

今回は、これらの層位 を中心に、堆積物の年代観を知るために放射性炭素年代測定、堆積環

境 を調べるために珪藻分析、古植生の推定 を行うために花粉分析、植物珪酸体分析、樹種 同定

などを行 うことにより、古環境に関する情報 を得た。 また、遺跡から検出された獣骨の種類を

知 り、当時の生業に関する情報を得た。

分 析 用 試 料

2古 環 境 推 定

(1)試 料 表5分 析試料一覧

分析用試料は、表5

に示す8点 である。便

宜上1～8の 番号を記

してある。

C区 泥炭② トレンチ

(以下泥炭)は 約2m
D:珪藻分析P:花 粉分析PO:植 物珪酸体分析

の泥炭～粘土質シル トw:樹 種同定c:放 射性炭素年代測定

層が確認され、1～Xの 層位番号に対比 されている。その中から1層(泥 炭1層 目)、 皿層(泥

炭炭化層)、VI～W層(泥 炭砂層上泥)、 皿層(泥 炭砂層下泥)、X層(泥 炭腐植層)の 試料が

採取 されている。珪藻分析 と花粉分析 は5点 全て、植物珪酸体はX層 の分析 を行う。 また皿層

中の炭化物は炭化材同定を実施する。また皿層の炭化物 とX層 の泥炭については、放射性炭素

年代測定 も行 う。SDl57の 地山か らは皿層に対比 される炭化物層が採取されてお り、珪藻分

析、花粉分析、樹種同定を行う。またB区 の遺物包含層と地山の2点 についても、珪藻分析、

花粉分析、植物珪酸体分析(包 含層のみ)を 行う。

番号 試料名
分析項目 対比さ

れる層D P PO W C

1泥 炭1層 目 ○ ○ 1層

2泥 炭 炭化層 ○ ○ ○ ○ 皿層

3泥 炭 砂層上泥 0 ○ VI～W層

4泥 炭 砂層下泥 ○ ○ 皿層

5泥 炭 腐植層 ○ ○ ○ ○ X層

6SD157遺 構 下 ○ ○ ○ 皿層

7B区 包含層 ○ ○ ○ 1層 より上

8B区 地 山 ○ ○ 1層 より上

(2)分 析方法

1)放 射性炭素年代測定

測定は、株式会社加速器分析研究所の協力 を得た。年代の算出にはLibbyの 半減期5568年 を

使用、BP年 代値は950年 からさかのぼって何年前かを表 している。 付記 した誤差は標準偏差
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(1σ)に 相当する時代である。 δi3Cの値は、AMS測 定の場合、同時に測定される値 を用い

ている。

2)珪 藻分析

試料を湿重で7g前 後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、 自然沈降法の順 に物理 ・化学処理

を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適す る濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 し

乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパ ラー トを作製する。検鏡は、

光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで任意の測線 に沿って走

査 し珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個 体以上同定 ・計数す る(化石の少ない試料は

この限 りではない)。 種の同定は原口ほか(1998)、Krammer(1992)、KrammerandLange-

Bertalot(1986、1988、1991a、1991b)な どを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順 に並べ、その中の各種類をアルファベ ット順に

並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細か く生態区分 し、塩分 ・水素イオン濃度(p

H)・ 流水に対する適応能についても示す。 また、環境指標種はその内容を示す。そして産出

個体数200個 体以上の試料は、産出率3D%以 上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層

位分布図を作成する。 また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安 として、完形殻の出

現率を求める。堆積環境の解析は、淡水生種 については安藤(1990)、 陸生珪藻については伊

藤 ・堀内(1991)、 汚濁耐性については、AsaiandWatanabe(1995)の 環境指標種を参考と

する。

3)花 粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、節別、重液(臭 化亜鉛:比 重2.3)に よる

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス(無 水酢酸9:濃 硫酸1の 混合

液)処 理の順に物理 ・化学的処理 を施 して花粉 を濃集する。残渣 をグリセリンで封入 してプレ

パ ラー トを作成し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する全ての種類(Taxa)

について同定 ・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉 ・シダ類胞子は総数か ら不明花粉を除いたも

のをそれぞれ基数 として、百分率で出現率を算出 し図示する。図表中で複数の種類をハイフォ

ンで結んだものは、種類間の区別が困難なものである。なお、総数が100個 体未満のものは、

統計的に扱 うと結果が歪曲する恐れがあるので出現 した種類を+で 表示するにとどめてお く。

4)植 物珪酸体分析

湿重5g前 後の試料については過酸化水素水 ・塩酸処理、超音波処理(70W,250KHz,1分

間)、沈定法、重液分離法(ポ リタングステン酸ナ トリウム,比 重2.5)の 順 に物理 ・化学処理

を行い、植物珪酸体を分離 ・濃集する。これを検鏡 し易い濃度に希釈 し、カバーガラス上に滴

下 ・乾燥させる。乾燥後 にプリュウラックスで封入 してプ レパ ラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、 その間に出現するイネ科葉部(葉 身と葉鞘)の 葉部

短細胞に由来した植物珪酸体(以 下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植

物珪酸体(以 下、機動細胞珪酸体 と呼ぶ)を 、近藤 ・佐瀬(1986)の 分類に基づいて同定 ・計

数する。結果は、検出された植物珪酸体の種類 とその個数の一覧表で示す。また、内容物や古

植生について検討するために、植物珪酸体群集図を作成する。
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5)樹 種同定

粘土塊を乾燥 させて、手で割 りなが ら炭化物を露出させ、 ピンセ ット等 を用いて採取する。

実体顕微鏡で組織を観察して、その特徴から種類を同定する。

土 層 の 年 代

(3)結 果

1)放 射性炭素年代測定

結果を表6に 示す。年代値は皿層が約1,600年 前、X層 が約3,100年 前である。 このことから

皿層は古墳時代、X層 は縄文時代後期頃にあたるといえる。

表6放 射性炭素年代測定結果

試料番号 層位 補正年代
BP

δ13C

(%。)

測定年代
BP

Code.No. 種類

2 泥炭 炭化層 1,610±40 一2321±2
.34 1,590±30 IAAA-11492 炭化物(イネ科)

5 泥炭 腐植層 3,130±40
一1850±1

.96 3,080±30 IAAA-11493 泥炭

2)珪 藻 分 析

結 果 を表7、 第28図 に示 す 。 泥 炭1層 目、 泥 炭 腐 植 層 の2試 料 は、 珪 藻 化 石 の産 出 が 少 な か

っ た が 、 そ れ 以 外 の6試 料 は豊 富 に産 出す る。産 出分 類 群 数 は 、合 計 で29属130種 類 で あ る。 試

料 別 に珪 藻 化 石 群 集 の特 徴 を述 べ る。

○ 泥 炭1層 目

珪 藻 化 石 産 出 が 合 計 で2個 体 と非 常 に少 ない 。 ま た 、 珪 藻 殻 の 保 存 も悪 く壊 れ て い る。

○ 泥 炭 炭 化 層

100個 体 を超 え る量 の淡 水 生 種 が 産 出 す る。 淡 水 性 種 の 生 態 性(塩 分 濃 度 、水 素 イ オ ン濃 度 、

流 水 に対 す る 適 応 能)の 特 徴 は 、 貧 塩 不 定 性 種(小 量 の 塩 分 に は 耐 え られ る種)、 真+好 ア ル

カ リ性 種(pH7.0以 上 の ア ル カ リ性 水 域 に最 も よ く生 育 す る種)、 流 水 不 定 性 種(流 水 域 に も

止 水 域 に も普 通 に生 育 す る種)と 真+好 流 水 性 種(流 水 域 に最 も よ く生 育 す る種)が 、 多 産 す

る 。 産 出種 と して は 、 好 流 水1生で 中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のRhoicospheniaabbreviata、 流 水

不 定 性 のFragilariaulna、Pinnulariamesolepta、 好 止 水 性 のAchnanthescrenulata等 が 産 出す

る 。 中～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 とは 河 川 中 ～ 下 流 部 や 河 川 沿 い の 河 岸 段 丘 、 扇 状 地 、 自然 堤 防、

後 背 湿 地 な ど に集 中 して 出現 す る こ とか ら、 そ の環 境 を指 標 す る こ と が で き る種 群 の こ と で あ

る(安 藤1990)。

○ 泥 炭 砂 層 上 泥

淡 水 性 種 の 生 態 性 の特 徴 は塩 分 濃 度 、 水 素 イ オ ン濃 度 につ い て は前 試 料 と同 様 で あ っ た が 、

流 水 に対 す る 適 応 能 で は 真+好 流 水 性 種 が 約50%と 優 占す る 。 主 要 種 と して は、 好 流 水 性 で 中

～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のCymbellasinuata・Rhoicospheniaabbreviata 、 好 流 水 性 のCymbella

turgidulavar.nipponica、 さ ら に、 流 水 不 定 性 のCocconeisplacentula・Cymbellatumida・

Fragilariaulna等 が 産 出 す る。

○ 泥 炭 砂 層 下 泥

完 形 率 が 約80%と 化 石 の 保 存 が 良 い 。 淡 水 性 種 の 生 態 性 の特 徴 は、 前 試 料 に近 似 す る。 ま た

主 要 種 は、 好 流 水 性 で 中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のAchnantheslanceolata・Cymbellasinuate・

Fragilariavaucheriae、 好 流 水 性 のAchnanthessubhudsonis、 流 水 不 定 性 のGomphonema
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表7 珪藻分析結果(1)

種 類
生態性 環境

塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8

NitzschialorenzianaGrunow Meh E2
一 一 一 一 一

1
一 一

AmphorafontinalisHustedt Ogh-Meh al-il ind 一 一
1

一 一 一 一 一

Anomoeoneissphaerophora(Kuetz.)Pfitzer Ogh-Meh al-bi ind
一

1
　 一 一 一 一 一

Naviculagoeppertiana(Bleisch)H.LSmith Ogh-Meh al-il ind S 一 一 一 一 一 一 一 1

NaviculavenetaKuetzing Ogh-Meh al-il ind u 一 一 1 一 一 一 一 一

Nitzschiapalea(Kuetz.)W.Smith Ogh-Meh ind ind S 一 一 一 一 一 一 一 1

Rhopalodiagibberula(Ehr.)0.Muller Ogh-Meh al-il ind
一 一

5 2 1 3 4 1

AchnanthesconvergensHKobayasi Ogh-ind ind r-ph T
一 一 一

6
一 一 一 一

AchnanthescrenulataGrunow Ogh-ind al-bi 1-ph T
一

10 4 3
一 一

1 4

Achnantheslanceolata(Breb.)Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 一 3 2 12 　 8 一 一

AchnantheslaterostrataHustedt Ogh-ind ind ind T 一 一 　 1 一 一 一 一

AchnanthesminutissimaKuetzing Ogh-ind al-il ind u 一 一 1 3 一 一 一 一

AchnanthesrostrataOestrup Ogh-ind al-il r-ph u
一 一 一 一 一 1 一 一

AchnanthessubhudsonisHustedt Ogh-ind ind r-ph T
一 一

2 12
一 一 一 一

AmphoraaffinisKuetzing Ogh-ind al-il ind u 一
3 2 1

一
6 1

一

AmphoramontanaKrasske Ogh-ind ind ind RA
一 一 一 一 一 一

3 6

AmphoranormaniiRabenhorst Ogh-ind ind ind RB 一 一 1 　 　 一 一 一

Amphorapediculus(Kuetz.)Grunow Ogh-ind al-bi ind T 一 一 3 5 一 一 一 一

Aulacoseiraambigua(Grun.)Simonsen Ogh-ind al-il 1-bi N 一 一 一 一 一 一 一 1

Aulacoseiracrenulata(Ehr.)Krammer Ogh-ind ind 1-ph 一 一 一 一 一 一 15 一

Aulacoseiralaevissima(Grun.)Krammer Ogh-hob ac-il 1-ph
一 一

1
一 一 一 一 一

CaloneisleptosomaKrammer&Lange-Bertalot Ogh-ind ind 1-ph RB
一 一

1
一 一 一

1
一

Caloneissilicula(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind 一 一
1

一 一 一 一 一

CocconeisneodiminutaKrammer Ogh-ind al-il ind 一 一 一 1 一 一 一 一

Cocconeisplacentula(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind u 一 2 ll 7 一 1 一 一

Cocconeisplacentulavar.euglypta(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph T 一 1 1 3
一 一 一 一

Cocconeisplacentulavar.1ineata(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph T 一 一 2 1 一 一 一 一

Craticulacuspidata(Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind S 一
1

　 　 　 一
1

一

CraticulaspP. Ogh-unk unk unk
一

1
　 一 一 一

1
一

Cymbellaaf且nisKuetzing Ogh-ind al-il ind T
一 一

2 3
一 一 一 一

Cymbellaaspera(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind 0,T 一 1 一 一 一 一 一 一

CymbellacuspidataKuetzing Ogh-ind ind ind 一 1 　 一 一 一 一 一

Cymbellanaviculif6rmisAuerswald Ogh-ind ind ind 0 一 一 1 一 一 1 一 一

CymbellasilesiacaBleisch Ogh-ind ind ind T
一 一 一

7
一 一 一 一

CymbellasinuataGregory Ogh-ind ind r-ph K,T
一

2 24 18
　

1 1
一

Cymbellatumida(Breb.exKuetz.)V.Heurck Ogh-ind al-il ind T
一

5 9 5
一

4
一 一

Cymbellatumidavar。gracilisHustedt Ogh-ind al-il 1-ph T
一

1
一

1
一 一 一 一

CymbellaturgidulaGrunow Ogh-ind al-il r-ph K,T 一 2 7 1 一 3 一 一

Cymbellaturgidulavar.nipponicaSkvortzow Ogh-ind al-il r-ph T 一 1 13 5 一 一 一 一

CymbellaspP. Ogh-unk unk unk 一 2 一 一 一 一 一 一

Diatomamesodon(Ehr.)Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi K,T
一 一

5 1
一

12
一 一

Diploneisovalis(Hilse)Cleve Ogh-ind al-il ind 一 一
4

一 一
3 2

一

Epithemiaadnata(Kuetz.)Brebisson Ogh-ind al-bi ind
一 一 　 一

1 2
一 一

EpithemiasorexKuetzing Ogh-ind al-bi ind T 一 一 1 一 一 一 一 一

Epithemiaturgida(Ehr.)Kuetzing Ogh-ind al-il 1-ph T 一 1 一 一 一 一 一 一

Epithemiaturgidavar.westermannii(Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il ind 一 一 2 　 　 一 一 一

EpithemiaspP. Ogh-unk unk unk
一

2
　 一 一 一 一 一

Eunotiabilunaris(Ehr.)Mills Ogh-hob ac-il 1-ph
一 一

1 1
一

2
一 一

EunotiaformicaEhrenberg Ogh-hob ac.il 1.bi 一
3 1

一 一 一 一 一

Eunotiapectinalis(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind 0,T 一 一 　
1

一 一 一 一

Eunotiapectinalisvar.minor(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind 0 一 一 一 3 一 4 一 一

Eunotiapectinalisvar.undulata(Ralfs)Rabenhorst Ogh-hob ac.il ind 0 一 一 一 1 一 一 一 一

EunotiapraeruptaEhrenberg Ogh-hob ac-il 1-ph RB,0,T 一 一 　 1 1 一 一 一

EunotiaSPP. Ogh-unk unk unk
一 一 　 一

1
一 一 一

FragilariaalpestrisKrasske Ogh-unk unk unk
一 一 一

2
一 一 一 一

FragilariacapucinaDesmazieres Ogh-ind al-il ind T
一

1 1 2
一 一 一 一

FragilariaconstrictaEhrenberg Ogh-ind ind ind 一 一 　 1 一 一 一 一

Fragilariaconstruensfo.venter(Ehr.>Hustedt Ogh-ind al-il 1-ph S 一 一 一 2 一 1 1 一

Fragilariaulna(Nitzsch)Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind 1 17 10 7 一 4 一 一

Fragilariavaucheriae(Kuetz.)Petersen Ogh-ind al-il r-ph KT 一
3 4 19 一 15 一 一

Frustuliarhomboidesvar.amphipleuroides(Grun.)DeToni Ogh-hob ac-il 1-ph
一 一

2
一 一 一 一 一

Frustuliavulgaris(Thwait.)DeToni Ogh-ind al-il ind u 一 一
1 1

一
1

一 一

GomphonemaacuminatumEhrenberg Ogh-ind ind 1-ph 0 一 一 一 一 一
1

一 一

Gomphonemaangustatum(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind al-il ind u 一 一 　 　 　 1 一 一

GomphonemacleveiFricke Ogh-ind al-bi r-ph T 一 1 1 2 一 一 一 一

GomphonemacontraturrisLange-B.&Reichardt Ogh-ind al-il 1-ph 一 一 一 1 一 一 一 一

GomphonemagracileEhrenberg Ogh-ind al-il 1-ph 0,U 一 一 一 一 一 1 一 一

GomphonemahelveticumBrun Ogh-unk ind r-ph T
一

2
　 一 一 一 一 一

Gomphonemaolivaceumvar.minutissimumHustedt Ogh-ind al-il ind 一 一
1 3

一 一 一 一

GomphonemaparvulumKuetzing Ogh-ind ind ind u
一 一

7 16
一

5
一 一

Gomphonemaparvulumvar.1agenula(Kuetzing)Frenguelli Ogh-ind ind r-ph S 一 一 　 3 　 一 一 一

Gomphonemaquadripunctatum(Oestrup.)Wislouch Ogh-ind al-bi r-ph K,T 一 一 4 4 一 一 一 一

GomphonemasarcophagusGregory Ogh-ind al-il ind 一 一 1 1 一 一 一 一

Gomphonemasubclavatum(Grun.)Grunow Ogh-ind al-il ind u
一 一 2 一 一 一 一 一

GomphonematruncatumEhrenberg Ogh-ind ind 1-ph T
一 一

1 1
一

1
一

1

GomphonemaspP. Ogh-unk unk unk
一 一

1
一 一 一 一 一

Gyrosigmascalproides(Rabh.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph
一 一 一

1
一 一 一 一

Hantzschiaamphioxys(Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 一 5 一 一 4 12 29 29

MelosiravariansAgardh Ogh-hil al-bi r-ph K,U 一 一 　 8 一 一 一 一
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VI自 然科学分析

表7 珪藻分析結果(2)

海水生種
海水～汽水生種
汽水生種
淡水～汽水生種
淡水生種
珪藻化石総数

0000

0000

0000

0172

2101195201

3104205207

0000

0000

0100

1343

10198103101

16208114112

凡 例

H.R.

Euh

Euh-Meh

Meh

Ogh-Meh

Ogh-hil

Ogh-ind

Ogh-hob

Ogh-unk

塩分濃度に対する適応性
海水生種
海水生種一汽水生種
汽水生種
亨炎ガく一7完オく生種

貧塩好塩性種
貧塩不定性種
貧塩嫌塩性種
貧塩不明種

pH

al-bi

al-il

ind

ac-il

ac-bi

unk

水素イオン濃度に対する適応性

真アルカリ性種

好アルカリ性種

pH不 定性種
好酸1生種

真酸性種

pH不 明種

CR.

1-bi

l-ph

ind

r-ph

r-bi

unk

流水に対する適応性
真止水性種
好止水性種
流水不定性種
好流水性種

真流水性種
流水不明種

環境指標種群

E2汽 水泥質干潟指標種(小 杉1988)

K中 ～下流性河川指標種,N:湖 沼沼沢湿地指標種,0:沼 沢湿地付着生種(以 上は安藤1990)

S好 汚濁性種,U:広 域適応性種,T:好 清水性種(以 上はAsaiandWatanabe1995)

R陸 生珪藻(RA:A群,RB:B群,RI:未 区分、伊藤・堀内1991)
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VI自 然科学分析

マツ属の花粉化
石

parvulum等 が 産 出 す る 。

○ 泥 炭 腐 植 層

珪 藻 化 石 の 産 出 が 合 計 で11個 体 と少 な く、 産 出種 の 多 くは破 損 して い る。

OSDl57遺 構i下

淡 水 性 種 の 生 態 性 の 特 徴 は 、 前 試 料 に 近 似 し貧 塩 不 定 性 種 、 真+好 ア ル カ リ性 種 、 真+好 流

水 性 種 が優 占 あ る い は多 産 す る。 主 要 種 は好 流 水 性 で 中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のMeridioncir

culaevar.constrictum、 が 約20%と 多 産 し、 同 じ く中 ～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 のDiatomamesod

on・Fragilariavaucheriae・Achnantheslanceolata・Rhoicospheniaabbreviata等 を伴 う。

OB区 包 含 層

本 試 料 に な る と、 陸 上 の コケ や 土 壌 表 面 な ど多 少 の 湿 り気 を保 持 した 好 気 的環 境 に耐 性 の あ

る 陸生 珪 藻 が 約60%と 多 産 す る。 主 要 種 は、 陸 生 珪 藻 の 中 で も分 布 が ほ ぼ 陸 域 に 限 られ る耐 乾

性 の 高 いA群(伊 藤 ・堀 内1991)のHantzschiaamphioxysが 約30%と 優 占 し、 同 じ くA群 の

Pinnulariaborealis・Naviculamutica等 を伴 う。 淡 水 域 に 生 育 す る水 生 珪 藻 と して は、 好 止 水

性 のAulacoseiracrenulata等 が 産 出 す る。

OB区 地 山

本 試 料 も完 形 率 が 約50%と 化 石 の保 存 状 態 は あ ま り良 くな い 。 本 試 料 も陸 生 珪 藻 が 約85%と

優 占す る 。 主 要 種 は 、 陸 生 珪 藻A群 のHantzschiaamphioxys・Naviculamuticaが 約30%と 優

占 し、 同 じ くA群 のAmphoramontana・Naviculacontenta・Naviculacontentafo.biceps、

Pinnulariaborealis等 を 伴 う。なお 、水 生 珪 藻 と して は、好 止 水 性 のSurirellaovatavar.pinnata

等 が 産 出 す る。

3)花 粉 分 析

結 果 を表8・ 第29図 に示 す 。 以 下 に 地 点 毎 の傾 向 につ い て 述 べ る 。

泥 炭 トレ ンチ な ら び にSDl57遺 構 下 をみ る と、1層 とX層 に相 当 す る層 位 で は ほ と ん ど検

出 さ れ な い が 、他 の 層 位 で は 比 較 的多 くの 花 粉 化 石 が 検 出 され る。 検 出 さ れ る 試 料 は、 い ず れ

も草 本 花 粉 と比 較 して 木 本 花 粉 の 割 合 が 高 い。

木 本 花 粉 で は マ ツ属 の割 合 が 高 くス ギ 属 、 サ ワ グル ミ属 一 ク ル ミ属 、 ハ ンノ キ 属 、 ブ ナ属 、

コ ナ ラ 亜 属 な どを伴 う。 草 本 花 粉 は イ ネ 科 、 カ ヤ ツ リ グ サ科 な どが や や 多 くみ られ る もの の検

出数 、 種 類 数 と も に少 な い 。B区 に 関 して は包 含 層 、 地 山 と も に花 粉 化 石 が ほ とん ど検 出 され

な い。

4)植 物 珪 酸 体 分 析

結 果 を表9、 第30図 に示 す 。 各 試 料 か ら は植 物 珪 酸 体 が 検 出 され る もの の 、保 存 状 態 が 悪 く、

表 面 に 多 数 の 小 孔(溶 食 痕)が 認 め られ る。 分 析 を行 っ た2試 料 と も ヨ シ属 の 産 出 が 目立 ち ウ

シ ク サ族 、 イチ ゴ ツナ ギ亜 科 な どが 検 出 さ れ る 。B区 包 含 層 中 か らは 、 イ ネ属 が わ ず か に 認 め

ら れ る 。

5)樹 種 同 定

炭 化 物 は い ず れ も薄 く脆 い 。 全 て の 試 料 の横 断 面 で 不 斉 中 心 柱 を有 す る こ とが確 認 さ れ 、 試

料 は イ ネ 科 の 桿 と判 断 さ れ る 。 薄 く脆 い こ と か ら、 桿 が 大 型 化 ・木 質化 す る タケ ・サ サ 類 で は

な く、 ス ス キ類 や ヨ シ属 な どの 草 本 質 の 種 類 に 由 来 す る と考 え られ る 。 しか し、 保 存 状 態 が 悪
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VI自 然科学分析

表8花 粉分析結果

種類 試料番号 1 2345678

木本花粉

モ ミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属 単維管束亜属

マツ属 複維管束亜属

マツ属(不 明)

スギ属

イチイ科 一イヌ ガヤ科 一ヒノキ科

ヤナギ属

サワグル ミ属 一クル ミ科

クマシデ属 一アサ ダ属

カバ シノ属

ハ ンノキ属

ブナ属

コナラ属 コナ ラ亜属

コナラ属 ア カガシ亜属

クリ属

ニレ属 一ケヤキ属

カツラ属

アカメガシ ワ属

カエデ属

トリノキ属

シナノキ属

ウコギ属

ミズキ属

トネリコ属

4

1

1

979

251

-73

292

11711744

101410

281218

232

111

9124

725

41-

91313

27725

8622

--3

511

912-

一 一1

1--

11-

1714

4-6

11-

-1-

一 一1

16-

-1-

-3-

一 一 一

一46-

515-

-14-

-2-

一 一 一

一7-

-1-

-2-

-11-

115-

112-

-1-

-5-

1-一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一3-

-3-

一 一 一

一 一 一

一 一 一

1

3

1

草本花粉

ガマ属

サジオモダ カ属

イネ科

カヤツ リグサ科

クワ科

ギシギシ属

サナエタデ節 一ウナギ ツカ ミ節

キンポウゲ科

ヒルガオ属

ヨモギ属

1

一 一 一 一1-

4-一 一8-

161111-52-

274015132-

一 一1-1-

-1-一 一 一

2121-一

一 一 一 一1-

一 一 一1--

4-5-4一

不明花粉 1 2 1 4

シダ類胞子

他のシダ類胞子 11418415584300245 2 3

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計(不 明を除く)

6

1

1

114

121

248

53

2

184

485

221

53

1

155

429

196

34

4

84

314

8

3

0

300

311

141

99

0

245

485

0

0

0

9
自

2

rD
O

O

3

8

いために電子顕微鏡等を用いた観察はで きず、種類については不明である。

(4)考 察

C区 泥炭層の年代測定の結果、最下部のX層 は縄文時代後期頃、炭化物が多い皿層は古墳時

代頃にあたる。 この結果は、これらの層位が平安時代の遺物包含層の下位にあたることから考

えて調和的である。この時代観をもとに、各層毎に古環境 に関する検討を行 う。X層 では、植

物珪酸体で ヨシ属が多産す ることから、ヨシ原のような湿潤 な環境が推定される。ただし、花

粉化石や珪藻化石 はほとんど検出されない。花粉化石は好気的状況下においては分解すること
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X層 の 母 材

が知 られている(中 村1967な ど)。また、土壌中の珪酸分は、溶脱や沈殿、再結晶化などによって

風化すると考えられてお り(千木良1995)、 珪藻化石の大部分が消失 した可能性 もある。おそら

く、X層 の母材 となっているのは氾濫堆積物で、 ヨシ原のような湿潤な状況であったと考えら

れる。その後離水 して土壌化が起こったため、花粉化石や珪藻化石が消失した可能性がある。

今回、縄文時代の堆積物からは花粉化石が検出されなかったが、本遺跡に近い高畠町の吉野

川左岸に位置する押出遺跡では、縄文時代の低湿地堆積物が検出されてお り、花粉分析が行わ

れている(那 須ほか1988;パ リノ・サーヴェイ株式会社,未 公表資料)。 押出遺跡では遺物包含

層を挟んで、約6,000年 前～2,000年 前の自然科学分析成果が得 られている。その成果によれば、
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水深の上下はあったものの、 この間池沼～沼沢地的環

境が連続 して続いてお り、その中で も地下水位が低 く

な り湿地化する時期に、遺跡周辺で生業が営まれたと

考えられている。

また周囲の植生は、水生植物 を中心 とした草本類が

湿地を覆っていたと考えられ、ハンノキ属やクリ属、

クマシデ属 一アサ ダ属等か らなる、河畔林や湿地林の

存在が、推定されている。今回の分析結果では微化石

の保存が悪 く、古環境推定は行えなかったが、吉野川

沿いの環境については、上記のような状況であったと

思われる。おそ らく、本遺跡は押出遺跡 と比較 して、

水の影響を受けにくかったため、微化石の保存が悪か

ったものと思われる。

V皿層やVI層 ～W層 は、中～下流性河川指標種群を多

量に含む真+好 流水性種が多産することから流水域で

堆積 した河川堆積物の特徴がみられる。

これ らの層位は吉野川の氾濫によってもたらされた氾濫堆積物であるといえる。 これ らの堆

積物は微細な植物遺体や粘土 ・シル トなどが主体である。現生の氾濫堆積物の場合、河川の中

心か ら離れるほど細粒 となり、最も外側では植生がほとんど破壊 されず薄い泥が堆積する(鈴

木1994)。 よって、C区 は堆積の中心から離れた場所であったと考えられる。 ヨシの地下茎が観

察されることか ら当時の環境 として、 ヨシが生育する湿潤な状態であったことが推測される。

また花粉化石では、スギ属、サワグルミークルミ属、コナラ亜属、ニレ属 一ケヤキ属、カエデ

属、 トチノキ属など湿 ったところを好む種類が多 く検出されてお り、これらは湿地や河畔に森

林を作っていた ものと思われる。

この他皿層やVI層 ～W層 はマツ属が多産しており、周囲にマツ林が増加 した と考 えられる。

押出遺跡では、約2,000年 前以降の堆積物の分析を行っていないため、このような花粉化石群集

はみあたらない。本遺跡の古墳時代 と思われる皿層でもマツ属が顕著にみられる点を考慮する

と、V皿層やVI層 ～W層 の堆積年代 として、古墳時代に近い と考 えるのが妥当である。

皿層になると、中～下流性河川指標種群 を含む真+好 流水性種 は減少 し、代わって流水不定

性種や止水性種が増加することから、下位層が堆積する頃 と比較すると氾濫の影響 も少なくな

ったと考えられる。IH層 か らはイネ科の炭化物が多産 しているが、下位の層で ヨシの地下茎が

認め られることや堆積環境等から考えて炭化物はヨシに由来するものと考えられる。

ヨシに火入れを行 う 「ヨシ焼 き」は、生活資材 として有用なヨシ草原 を維持するためのもの

で、現在でも各地で行われている。今回の結果は、 「ヨシ焼 き」の風習が古墳時代 にまでさか ヨ シ 焼 き

のぼる可能性 を示 している。 また、花粉化石では、湿ったところを好む種類に加えてマツ属花

粉化石が多産する。マツ林が成立する要因として、人為的な森林破壊 よる二次林や、斜面崩壊

などで起 こる土地的要因などが考えられる。どちらの要因で起 こっているかを今回の成果だけ

で検討することは難 しいが、本地点の ように湿地にも火入れのような行為が及んでいるとすれ
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マ ツ ニ 次 林

イネ属の植物珪
酸体

ば人為的な森林破壊 よるマツニ次林が周辺に存在 した可能性が高いといえる。

1層 についても、X層 と同様珪藻化石や花粉化石が検出されない。おそらく、土壌化 などの

影響 により風化 した可能性がある。

SD157遺 構下では中～下流性河川指標種群 を多 く含む真+好 流水性種が多産することか ら、

流水域で堆積 した河川堆積物の特徴がみ られる。対比 された皿層 とはやや環境が異なるが、局

地的な差異によるものと思われる。花粉化石 においては、泥炭 トレンチの皿層と類似 した組成

になってお り、泥炭 トレンチ と同様な状況が考えられる。

B区 の包含層と地山は、ともに耐乾性の高い陸生珪藻A群 が多産することで、特徴付け られ

た。陸生珪藻の全体に占める割合は、2試 料 とも高 く、陸上の好気的環境で堆積 したことを示

している(伊藤 ・堀内1991)。

包含層は奈良 ・平安時代 に相当することから、奈良 ・平安時代の生業が、営まれている時期

は、微高地が安定化 し洪水の影響 を受けにくい状態になっていたと推測 される。なお、包含層

中ではヨシ属の植物珪酸体が多いが、これは包含層の母材が氾濫堆積物に由来するためと考え

られる。また、包含層中では、イネ属の植物珪酸体がわずかに検出され、周辺での稲作 に由来

す るものと考 えられる。

3.獣 骨 の 種 類

(1)試 料

試料は獣骨1点(SGl32F4)で ある。平安時代以降の河川跡から検出されている。

(2)方 法

肉眼あるいはルーペにて、形態的特徴から種類を同定する。なお同定は、早稲田大学金子浩

昌先生の協力 を得た。

馬 の 右 寛 骨

(3)結 果

同定の結果、ウマ(Equuscaballus)の 右寛骨と同定 された。全体の大 きさは20cm程 度。寛

骨臼の直径は、58.59㎜ である。なお、腸骨側 ・座骨側 ・寛骨臼の縁部分には破損 した跡がみ ら

れる。大 きさか らして成体のウマで、改良以前の中～小型の ものとみ られる。周囲にみられる

破損部位は、遺体解体の際に傷ついた痕跡 と思われる。
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ま と め

今回の調査 は、国道113号 線赤湯バイパス建設工事に伴って、同路線が遺跡範囲を通ることと

な り、国土交通省の委託を受けて実施 したものである。

調査では主に奈良 ・平安時代の落ち込み遺構、土坑、溝跡や近世、近代の溝跡(用 水路跡)

が確認された。また、遺物の出土地点については、奈良 ・平安時代の遺物は主にB区 に偏って

お り、中世以降の遺物 については主にC区 で散見 される(第26図)。

調査区の古環境については、5ヶ 所について トレンチあるいは遺構底面の深掘 りを行い、層

序 を確認 し、特徴のある土層の自然科学分析 を行った。その結果、縄文、古墳、奈良 ・平安時

代の立地を含めて環境 を類推できた。 また、調査区周辺の吉野川水系の流路を推定した。

(1)SK98・123出 土土器について

SK98・123か ら平安時代の遺物が、一括 して出土 した(第31図)。 これは、形状の判別でき

る遺物が比較的まとまって出土した遺構であ り、周辺の集落の年代観を考える上で良好な資料

と言える。両遺構iとも単一一層であるが、底面直上からの出土はSKI23の 〈26>のみで、ほとん

底径指数と高径 どが覆土内で確認 された。以下詳 しく述べ るが、文章中の底径指数は底径 ÷口径 ×100、高径指
指数

数は器高 ÷口径 ×100と した。

SK98か らは須恵器40点 、土師器207点 が出土 し、土師器の点数が須恵器を凌駕 している。小

破片での比較なので実際の個体数が不明であるが、ロクロ使用の土師器の点数が多い。土師器
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圷の底部はすべて回転糸切 りで、底径 もやや小 さい。体部の立ち上が りも直線的である。〈28>

は底径指数が44.9、高径指数が38.4と、底径が小 さく器高が高くなる傾向を示 している。

SK123か らは、須恵器11点 、土師器8点 が出土 し、須恵器が若干多い。図化 した須恵器」不と

土師器圷の各指数を見た。須恵器圷では、〈2>の 底径指数が44.1、高径指数が31.6、 〈3>の 底

径指数が44.2、高径指数が35.7である。土師器杯(内 面黒色処理)で は、B2>の 底径指数が41.6、

高径指数が32.6と 同じく底径が小 さく器高が高 くなる傾向がある。器種の違いがあり、同 じ基

準で比較するのは難 しいと思われるが、傾向としては器高が高いことが言える。周辺の遺跡で

は植木場一遺跡のB6類(高 橋他1998)と 比較的数値が近い。両土坑とも年代観が9世 紀半ば

～後半代を設定で きる。

他の遺構を見 ると、底部の切 り離 しがヘ ラ切 りのものも出土 しているが、底径が小 さく9世

紀前半か らの時期の ものが主体のようである。

(2)陶 磁器の産地

ここでは、調査区内から出土 した陶磁器の産地について述べておきたい。

第32図 では、磁器 ・陶器の産地別の割合を載せている。双方 とも不明の割合が多いが、ほと

んどのものは、現代の可能性のあるもので、特 に、C区 北西か ら出土 した多数の陶磁器 は、平

成12年 に個人宅の倉庫を解体 した時に埋められたものと推測で きる。よって近世、近代のもの

と判別が付 くものは僅かである。

磁器は、割合的に 「肥前」 ・ 「瀬戸」が24%を 占める。近世においては 「肥前」系、近代に 磁 器 の 産 地
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陶 器 の 産 地

いては、 「瀬戸」系の磁器 という色分けができる。在地の ものは近代のものである。周辺の東

北地方の窯で焼かれたものを含めて在地 とした。1)このことか ら近世から近代にいたって、いわ

ゆる 「肥前」系のみであったものが選択の幅を拡大 していったことが窺える。

陶器については、「相馬」を除いて 「肥前」・「岸」・「長沼天神」は全て近世のものである。磁

器 と違って、近世初期段階において も福島県域の窯場 を中心に近隣に販路 を持っていたことが

分かる。特に 「岸」窯産の陶器は、近郷から出土することが多い。米沢城跡の調査でも多数出

土したが(高 桑他1999)、 赤湯界隈まで拡大 していたことは特筆すべ きことである。

(3)押 出遺跡と東畑A遺 跡の立地の相違点

吉野川を隔てて対岸 に700m離 れた場所に押出遺跡(以 下 「押出」)が 所在する。押出は、吉

野川と屋代川とい う2つ の河川の自然堤防に閉塞されて粗粒物質が届かない場所であった(阿

子島1988)。 その立地条件のもと縄文時代前期を中心 とした集落跡が営まれた。地表面か ら約

2.5m下 位か ら生活面が確認され、5,280年 前との測定結果が出ている。 花粉分析の結果から池

沼～沼沢地的環境が連続していたことが分かっている。地下水位が降下 した後にその周辺で生

業が営まれたと考えられる。

本遺跡では、地表面から3m下 位 まで掘下げて腐植土 を採取 している。分析結果は約3,100年

前 ということであった。土層は比較的厚 く堆積 してお り、恐 らく本調査区周辺が吉野川の氾濫

により一度に大量の土砂が堆積 した と思われる。また、花粉分析の結果から松林が増加 してい

ったことが分かっている。そこから、低湿地だが比較的乾燥 していた時期 もあったことが窺え

る。土層観察か ら、泥炭層 と砂層が連続 してお り、絶 えず河川の氾濫などの要因により、生業

はおろか生活の場所に適さなかった と思われる。

押 出は地下水位が降下した時期 に集落が営まれたが、本遺跡では河川の氾濫域であったため

古代 まで人の生活 した痕跡が見当た らない。両遺跡の立地の相違 は、時代的な違いによるもの

か、土地利用の差によるものか不明であり、今後の資料の増加 を期待 したい。

註

1)在 地産 として幕末期か ら創業 した 「平清水」を想起する方 もい るであろうが、創業 当初か ら 「平清水」 と銘打って販売 して

いたものの他 「会津本郷」・「肥前」 として売 られている ものも少な くない。今 で も確実な判断 を妨げている要因 となってい

る(滝陶会教示)。
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